
広告

霧島の大自然が育んだ天下の名泉
がんばろう日本！きばっど霧島！

せ　き ひ　ら

【営業時間】8：30 ～ 17：00�（4月～ 9月は18：00まで）
【定 休 日】第１・第３火曜日

泉
質
異
な
る
ふ
た
つ
の
湯
に

身
も
こ
こ
ろ
も
じ
ん
わ
り

癒
さ
れ
る
関
平
温
泉
至
福
の
ひ
と
と
き
。

栄養成分　1kg中
ナトリウム 56.6mg
カリウム 17.9mg

マグネシウム 10.4mg
カルシウム 15.8mg
メタケイ酸 205.2mg

大衆風呂 貸切風呂

利用者 入浴料 入浴料 部屋代
（1時間）

おとな 310円 310円
620円こども

（小学生） 150円 150円

幼児 無　料

［温泉施設］

※ 貸切風呂は１時間単位とし、1時間を超える場合は１時
間あたり部屋代を620円追加徴収します。

入浴料金

鉱泉水料金（消費税込み）
20ℓ 1,000円 ２ℓ（6本入） 1,380円
10ℓ 600円 ２ℓ（10本入） 2,300円
10ℓ（2箱入） 1,200円 500㎖（12本入） 1,320円
2ℓ（4本入） 920円 500㎖（24本入） 2,640円

■宅配料金（消費税込み／上のどれでも同じ料金です）

※送料は注文個数分必要です。

鹿児島県内 360円 関西 720円
鹿児島県内（離島） 521円 関東・北陸・中部・信越 780円
九州 521円 東北 1,030円
中国 570円 北海道 1,200円
四国 620円 沖縄 1,180円
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新年のごあいさつ



幸せな一年でありますようご祈念申し上げます

▪新年のごあいさつ

国民文化祭や鹿児島国体を
見据えた教育の推進
霧島市教育長

ひ　ふみ

新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
霧
島
山
が
国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
て

80
周
年
と
い
う
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。
４
年
前
の
新
燃
岳
の

噴
火
以
降
、
防
災
対
策
を
着
実
に
進
め
、
安
全
な
霧
島
山
の

情
報
発
信
に
努
め
な
が
ら
、
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
の
認
定
に
向

け
、
環
霧
島
地
域
で
力
を
合
わ
せ
て
挑
戦
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
11
月
７
日
に
は
、
霧
島
市
が
誕
生
し
て
10
周
年
を
迎

え
ま
す
。
こ
れ
ま
で
市
議
会
議
員
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、
市

民
の
皆
さ
ま
と
の
共
生
・
協
働
・
共
助
の
力
に
よ
り
、
多
く

の
困
難
な
課
題
を
解
決
す
べ
く
、
一
つ
一
つ
努
力
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。
こ
の
間
の
霧
島
市
政
へ
の
ご
理
解
、
ご
協
力
に

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
年
は
市
政
施
行
10
周
年
の
記
念
式
典
の
ほ
か
に
も
、
４

月
に
は
「
全
国
キ
リ
シ
マ
ツ
ツ
ジ
サ
ミ
ッ
ト
」、
10
月
か
ら

11
月
に
か
け
て
は
「
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
全
国
大
会
」、「
国
民

文
化
祭
」、「
全
国
竹
の
大
会
」
な
ど
、
全
国
規
模
の
大
会
が

霧
島
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
今
年
は
戦
後
70
年
と
い
う
節
目
の
年
で
も
あ
り
ま

す
。
私
は
学
生
時
代
に
日
本
青
年
遺
骨
収
集
団
の
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
活
動
し
、
追
体
験
を
通
し
て
戦
争
の
悲
惨
さ
や
恐
ろ

し
さ
を
深
く
認
識
し
、
二
度
と
戦
争
を
繰
り
返
し
て
は
な
ら

な
い
と
固
く
念
じ
て
お
り
ま
す
。
先
人
の
わ
が
国
や
ふ
る
さ

と
を
愛
す
る
思
い
に
心
を
寄
せ
、
こ
れ
か
ら
の
将
来
を
見
通

し
、「
地
方
創
生
・
元
年
」
の
今
年
、
誰
も
が
「
こ
の
ま
ち

に
住
み
た
い
」「
住
ん
で
良
か
っ
た
」「
合
併
し
て
良
か
っ
た
」

と
実
感
で
き
る
市
民
生
活
の
実
現
に
向
け
、
市
民
の
皆
さ
ま

と
一
緒
に
考
え
、
行
動
し
、
日
本
一
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
を

目
指
し
て
ま
い
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で

の
教
育
行
政
に
対
し
ま
す
温
か
い
ご
支
援
に
心
か

ら
の
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
霧
島
市
立
国
分
中
央
高
校
野
球
部
の
夏
の
県
大

会
ベ
ス
ト
４
、
ダ
ン
ス
部
全
国
大
会
準
入
賞
を
は
じ
め
、
各

小
中
学
校
の
個
人
・
団
体
で
の
文
武
両
道
の
活
躍
は
目
覚
ま

し
い
も
の
が
あ
り
、
大
き
な
元
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。

今
年
４
月
か
ら
は
国
の
教
育
委
員
会
制
度
改
革
に
よ
り
、

市
長
が
主
宰
す
る
総
合
教
育
会
議
を
開
き
、
市
の
教
育
方
針

で
あ
る
「
大
綱
」
を
定
め
ま
す
。
ま
た
、
土
曜
日
の
活
用
策

と
し
て
毎
月
第
２
土
曜
日
の
土
曜
授
業
の
実
施
に
向
け
て
、

具
体
的
な
準
備
に
入
り
ま
す
。

本
市
は
、
道
義
高
揚
・
豊
か
な
心
推
進
宣
言
の
ま
ち
で
も

あ
り
ま
す
。「
い
じ
め
防
止
対
策
推
進
法
」
の
制
定
を
受
け
、

「
霧
島
市
い
じ
め
問
題
対
策
委
員
会
」
を
設
置
し
、
い
じ
め

を
起
こ
さ
な
い
、
い
じ
め
を
許
さ
な
い
学
校
を
目
指
し
ま
す
。

併
せ
て
、
小
中
学
生
を
対
象
と
し
た
６
泊
７
日
の
「
い
ざ
行

け
！
き
り
し
ま
探
検
隊
」
や
、
中
学
生
を
対
象
と
し
た
英
語

漬
け
２
泊
３
日
の
「
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
」

な
ど
、
子
ど
も
た
ち
が
高
い
志
を
持
っ
て
社
会
を
生
き
抜
い

て
い
け
る
よ
う
な
各
種
事
業
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
今
年
は
、
本
県
で
第
30
回
国
民
文
化
祭
が
開
催
さ

れ
、
本
市
で
も
合
唱
の
祭
典
な
ど
７
つ
の
事
業
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
合
併
10
周
年
の
節
目
の
年
を
迎
え
、
各

種
の
行
事
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

教
育
委
員
会
と
し
ま
し
て
は
、
子
ど
も
た
ち
を
は
じ
め
、

市
民
の
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
も
、
心
に
残
る
内
容
に
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
支
援

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

感謝と感動の10年
そして新たなる挑戦

霧島市市制施行10周年記念
平成27年

霧島市長

しゅうじ
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第5回霧島市郷土芸能祭が11月16日、霧島市民会館で
あり、約300人が来場しました。出演者は、棒踊りや太鼓
踊りのほか稲作の過程をこっけいに表現したものなど各地
域に伝わる郷土芸能を、民謡などに合わせて生き生きと披
露。会場からは拍手や笑いが起こっていました。

「八坂神社秋まつり」が11月15日、国分市街地の4会場
であり、多くの来場者でにぎわいました。今年は国分通り
会連合会に加盟する八坂、中央、新市街、川跡ちょうちん
の4通り会が参加。バーべキューやお店の自慢料理などの
露店のほか、ステージでは吹奏楽や地元ミュージシャンの
コンサート、フラダンスなどが披露されました。

平成22年９月、日本
ジオパークに認定された
霧島ジオパークの再認定
が12月22日に決まりま
した。ジオパークの審査
は４年に１度行われてお
り、11月には現地視察が
行われ、防災対策やガイ
ドの育成、自治体の連携
などが評価されました。

霧島ジオパークは世界
認定を目指しており、今
年の10月には、日本ジ
オパーク全国大会が霧島
市を中心に開催されます。

地
域
の

古
き
良
き
芸
能
を
披
露

国
分
通
り
会
で

秋
祭
り
開
催

霧島ジオパーク再認定
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大相撲九州場所で大鵬の持つ歴代最多記録に並ぶ32度目
の幕内優勝を果たした横綱白鵬関（29）が11月27日、報告
のため霧島市役所を訪れました。市内の会社社長、峯山伸次
郎さんが宮城野部屋と白鵬関の鹿児島県後援会長をしていた
ことがきっかけで始まった訪問も、今年で９回目。白鵬関は、

「大鵬関との約束を果たせてほっとしている。記録を超える
ことがまた恩返しにつながる」と決意を新たにしていました。
会場には白鵬関を祝福しようと約1,200人が集結。母親と訪
れた国分の久留煌

こう

大
だい

君（3）は「大きな手で頭をぽんぽんして
くれた。かっこよかった。僕も白鵬さん
みたいに強くなりたい」と喜んでいまし
た。

市をＰＲする「おじゃんせ霧島大使」
も務める白鵬関は、セレモニー後の会見
でふるさと納税への協力も約束。30万円
の寄附で黒豚一頭分の肉が贈られること
を聞き、「ちゃんこに入れて若い衆と食べ
ます」と話していました。

「佳例川新米ウオーキング」が11月22日、福山町佳例川で
開かれました。市内外からの参加者のほか、同地区の活性化
を支援している鹿児島大学「農援隊」や国分のトヨタ車体研
究所の社員ら約200人が参加しました。コースは３㌔と５㌔
の２つ。農村風景や文化財などを巡り、ふくれ菓子などの振
る舞いもありました。家族で参加した国分の津曲敏弘さん

（42）は「地域の活性化になればと思い参加しました。来年
も参加したい」と話していました。

薩摩義士、山元八兵衛の命日にあたる11月21日、墓がある
隼人町の住吉墓地で慰霊祭がありました。薩摩義士とは、今
から260年前に鹿児島から1000㌔以上離れた木曽三

さん

川
せん

地域
の治水工事を成し遂げた薩摩藩の人々を敬って呼ぶ名称。八
兵衛も治水工事に参加した一人です。当日は薩摩義士顕彰会
や地域の人たち約50人が墓前に集い、八兵衛の冥福を祈る
とともに、「貴重な歴史を伝えていきたい」と話していました。

白
鵬
優
勝
報
告
に
１
２
０
０
人
が
祝
福

佳例川の魅力を歩いて散策

歴史を伝える八兵衛慰霊祭

錦江湾奥に位置する鹿児島、垂水、霧島、姶良の４市で
つくる「錦江湾奥会議」が11月21日、霧島市役所でありま
した。地域活性化を目的に防災や環境保全、観光資源の活
用などについて話し合う会議で、今回が7回目。この日は、
各市の歴史名所を巡ることで、交流人口の拡大を図るバス
ツアーを行うことなどが決定されました。

霧
島
市
で

錦
江
湾
奥
会
議
開
催

き り し ま タ イ ム ズ

広報きりしま  4
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扌
霧
島
ジ
オ
パ
ー

ク
の
動
画
を
視
聴

で
き
ま
す



Ｊ１サンフ
レッチェ広

島

３年連続で
キャンプ。

ほかにも、
強豪チーム

が多数参加

ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ
ン
プ

シ
ー
ズ
ン
到
来

今
年
も
ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ
ン
プ

シ
ー
ズ
ン
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

今
回
も
多
く
の
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム

が
活
躍
を
目
指
し
て
、
霧
島
の
地

で
躍
動
し
ま
す
。

サ
ッ
カ
ー
Ｊ
１
の
強
豪
サ
ン
フ

レ
ッ
チ
ェ
広
島
が
、
今
年
も
霧
島

市
で
シ
ー
ズ
ン
を
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。
霧
島
市
で
は
３
年
連
続
の

キ
ャ
ン
プ
。
史
上
初
と
な
る
11
年

連
続
２
桁
得
点
を
達
成
し
た
佐
藤

寿ひ
さ

人と

選
手
や
、
日
本
代
表
経
験
を

持
つ
青
山
敏
弘
選
手
、
塩
谷
司
選

手
な
ど
が
い
る
、
実
力
と
人
気
を

兼
ね
備
え
た
Ｊ
１
を
代
表
す
る

チ
ー
ム
で
す
。

そ
れ
以
外
に
も
韓
国
Ｋ
リ
ー
グ

の
Ｆ
Ｃ
ソ
ウ
ル
や
Ｊ
２
京
都
サ
ン

ガ
Ｆ
．Ｃ
．、
ロ
ア
ッ
ソ
熊
本
も
来

ま
す
。
ほ
か
に
も
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

の
ホ
ン
ダ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
や

太
陽
誘
電
、
野
球
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム

の
か
ず
さ
マ
ジ
ッ
ク
も
合
宿
予
定

で
す
。

キ
ャ
ン
プ
は
新
シ
ー
ズ
ン
の
始

ま
り
で
も
あ
り
ま
す
。
チ
ー
ム
と

し
て
の
戦
術
、
チ
ー
ム
内
で
の
レ

ギ
ュ
ラ
ー
争
い
、
も
う
す
で
に

シ
ー
ズ
ン
に
向
け
た
戦
い
は
始

ま
っ
て
い
ま
す
。

選
手
の
熱
い
プ
レ
ー
を
、
ぜ
ひ

会
場
に
見
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
皆
さ
ん
の
応
援
で
日
本
一

の
チ
ー
ム
を
育
て
ま
し
ょ
う
。

※�

期
間
中
、
サ
ッ
カ
ー
や
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
の
教
室
、
練
習
試
合
も

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
程
は

調
整
中
で
す
の
で
、
詳
し
く
は
、

問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
観
光
の
窓
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎�

問
＝
観
光
課
☎（
64
）０
８
９
５

スポーツキャンプ日程表

◎クボタラグビー部
◦期間＝１月14日（水）～16日（金）予定
◦場所＝国分運動公園（陸上競技場）

◎ＦＣソウル（Ｋリーグ）
◦期間＝１月25日（日）～２月８日（日）予定
◦場所＝国分運動公園（陸上競技場）

◎サンフレッチェ広島
◦期間＝１月27日（火）～２月９日（月）午前予定
◦場所＝国分運動公園（多目的広場）

◎ロアッソ熊本
◦期間＝２月８日（日）～２月14日（土）予定
◦場所＝国分運動公園（陸上競技場）

◎京都サンガＦ．Ｃ．
◦期間＝２月10日（火）～22日（日）予定
◦場所＝国分運動公園（多目的広場）

◎太陽誘電女子ソフトボール部
◦期間＝２月６日（金）～15日（日）予定
◦場所＝国分球場

◎新日鉄住金かずさマジック（市民球団）
◦期間＝２月16日（月）～28日（土）予定
◦場所＝国分球場

◎ホンダエンジニアリング男子ソフトボール部
◦期間＝３月９日（月）～16日（月）予定
◦場所＝国分球場

◎プリンセスサッカーフェスティバルin霧島
　（ミズノカップ2015）
◦期間＝３月21日（土）～22日（日）予定
◦場所＝国分運動公園（陸上競技場、多目的広場）

◎女子サッカーフェスティバルin霧島
◦期間＝３月27日（金）～ 30日（月）予定
◦場所＝国分運動公園（陸上競技場、多目的広場）
※�ほかに、日本経済大学と旭川大学野球部、京都産
業大学と亜細亜大学サッカー部もキャンプします。
※�天候などの影響で練習時間が変更になることがあ
ります。詳しくは観光課☎（64）0895まで問い
合わせください。

©2014 S.FC©2014 S.FC

©1992 S.FC

佐藤寿人選手

©2014 S.FC

©2014 S.FC

女
子
サ
ッ
カ
ー
の
強
化
・
発
展
の
た
め
、

全
国
の
優
秀
な
選
手
を
集
め
て
行
わ

れ
る
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
レ
セ
ン
」。
そ
の
女

子
Ｕ
－
15
（
西
日
本
）
の
強
化
合
宿
が
12
月
、

大
阪
府
で
あ
り
ま
し
た
。
県
内
か
ら
選
ば
れ

た
の
は
、
わ
ず
か
３
人
。
そ
の
中
に
舞
鶴
中

２
年
の
鵜う

の
き木

瑠る

南な

さ
ん
（
14
）
が
初
め
て
選

出
さ
れ
ま
し
た
。

サ
ッ
カ
ー
の
コ
ー
チ
を
し
て
い
た
父
の
影

響
で
小
学
１
年
か
ら
本
格
的
に
サ
ッ
カ
ー
を

始
め
た
鵜
木
さ
ん
。
小
学
５
年
の
と
き
、
忘

れ
ら
れ
な
い
出
来
事
が
起
き
ま
す
。
サ
ッ

カ
ー
日
本
女
子
代
表
チ
ー
ム「
な
で
し
こ
」

が
、
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
初
制
覇
。
日
本
中
が

熱
狂
し
た
あ
の
試
合
が
彼
女
の
心
を
動
か
し

ま
す
。

「
体
格
で
は
圧
倒
的
に
負
け
て
い
る
の
に
、

最
後
ま
で
諦
め
ず
、
走
り
続
け
た
選
手
た
ち

の
姿
に
感
動
し
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
、
た

だ
う
ま
く
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

“
い
つ
か
あ
の
舞
台
に
立
っ
て
み
た
い
”
と

い
う
大
き
な
夢
が
で
き
ま
し
た
」

し
か
し
中
学
生
に
な
っ
て
大
き
な
挫
折
を

味
わ
い
ま
す
。
女
子
サ
ッ
カ
ー
部
が
な
い
た

め
男
子
と
一
緒
。
体
格
や
体
力
に
大
き
な
差

が
あ
り
、
簡
単
に
当
た
り
負
け
し
て
、
思
う

よ
う
な
プ
レ
ー
が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

「
男
の
子
に
生
ま
れ
て
い
た
ら
…
。
あ
の

こ
ろ
は
そ
の
こ
と
ば
か
り
考
え
て
い
ま
し
た
」

そ
ん
な
時
、
参
考
に
な
っ
た
の
が
「
な
で

し
こ
」
の
プ
レ
ー
。
大
柄
の
外
国
人
選
手
相

手
で
も
、
相
手
よ
り
先
に
動
い
て
か
わ
す
姿

が
い
い
手
本
に
。“
動
き
の
質
を
上
げ
る
”

こ
と
で
自
分
の
プ
レ
ー
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
男
子
の
中
で
も
レ
ギ
ュ
ラ
ー
と
し
て
活

躍
し
て
い
ま
す
。

部
活
以
外
で
も
週
に
１
回
、
県
内
の
強
豪

女
子
チ
ー
ム
で
プ
レ
ー
を
磨
く
鵜
木
さ
ん
。

私
生
活
で
も
２
㌔
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
日
課
と

し
、
判
断
力
を
鍛
え
る
た
め
に
日
ご
ろ
か
ら

何
か
を
決
め
る
と
き
に
は
瞬
時
の
判
断
を
心

掛
け
る
な
ど
、
生
活
全
て
が
サ
ッ
カ
ー
一
色
。

「
私
は
負
け
ず
嫌
い
。
男
子
に
も
負
け
た
く

な
い
。
つ
ら
い
と
き
も
あ
り
ま
す
が
、
大
好

き
な
サ
ッ
カ
ー
の
た
め
な
ら
頑
張
れ
ま
す
」

と
意
気
込
み
ま
す
。

目
標
は
５
年
後
の
鹿
児
島
国
体
に
出
場
す

る
こ
と
。
そ
し
て
、
そ
の
先
に
あ
る
大
き
な

舞
台
に
立
つ
こ
と
を
夢
見
て
、
鵜
木
さ
ん
は

こ
れ
か
ら
も
ボ
ー
ル
を
追
い
続
け
ま
す
。

夢のカタチ ❽
未来の夢を追う若者たちの今を描きます

いつか 夢 の舞台に立ちたい
2014ナショナルトレセン女子Ｕ-15、全日本女子ユース（U-15）サッカー選手権ベスト８

このコーナーでは、各分野で活躍する子ど
もたちを紹介します。夢に向かって頑張る
子どもたちを、ぜひ応援してください。

テクニックがあり、自分で考えてプレー
ができる選手。負けず嫌いの一面も
あり、粘り強いプレーに表れていま
す。初のナショナルトレセンにも選ばれ、
将来が楽しみ。夢に向かって、これか
らも頑張って。

ボールを追いかけている鵜木さんは、どこかうれしそうに見える

ゴールを決めたときに全員でするパフォーマンスは、サンフレッチェの名物

舞鶴中学校２年

鵜
う の き

木瑠
る

南
な

さん（14）
ポジションはＭＦ、
憧れの選手は「なでし
こ」の川澄奈穂美選手。

舞鶴中サッカー部監督
徳永充

じゅう

朗
ろ う

さん（43）
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イ
ン
ド
ク
リ
ス
タ
ル
／
篠
田
節
子

あ
な
た
は
、
誰
か
の
大
切
な
人
／
原
田
マ
ハ

鼠
、
滝
に
打
た
れ
る
／
赤
川
次
郎

オ
ネ
ス
テ
ィ
／
石
田
衣
良

月
光
の
ス
テ
ィ
グ
マ
／
中
山
七
里

ご
破
算
で
願
い
ま
し
て
は
／
梶
よ
う
子

ア
ン
ブ
ラ
ッ
セ
／
阿
刀
田
高

風
の
ベ
ー
コ
ン
サ
ン
ド
／
柴
田
よ
し
き

千
春
の
婚
礼
／
平
岩
弓
枝

影
踏
み
鬼
／
葉
室
麟

起
き
姫
／
杉
本
章
子

水
引
ア
レ
ン
ジ
手
帖
。
／
長
浦
ち
え

世
界
の
ホ
ッ
ト
ド
リ
ン
ク
／
ホ
ッ
ト
ド
リ
ン
ク
編
集
部

開
運
え
ほ
ん
／
か
ん
べ
あ
や
こ

十
二
支
の
ど
う
ぶ
つ
小
噺
／
川
端
誠

ね
こ
探
！
／
村
上
し
い
こ

悪
ガ
キ
７　

タ
イ
行
き
タ
イ
！
／
宗
田
理

湖
に
や
っ
て
き
た
イ
タ
チ
の
家
族
。

お
魚
に
化
け
た
子
ど
も
た
ち
が
泳

い
で
い
る
と
、
釣
り
人
が
現
れ
て

…
。

カ
ス
テ
ラ
や
さ
ん
と

き
ん
い
ろ
の
お
さ
か
な

神
代 

浩
　
編
著

図
書
館
に
よ
る
課
題
解
決
支
援

サ
ー
ビ
ス
の
一
環
と
し
て
発
足
し

た
図
書
館
海
援
隊
。
今
後
の
図
書

館
の
あ
る
べ
き
姿
に
つ
い
て
問
題

提
起
す
る
。

困
っ
た
と
き
に
は
図
書
館
へ

浦
上
さ
ん
が
、
か
ぶ
の
種
を
ま
き

ま
し
た
。
大
き
く
育
ち
、
抜
こ
う

と
し
ま
し
た
。
け
れ
ど
も
、
か
ぶ

は
抜
け
ま
せ
ん
。
近
所
の
森
村
さ

ん
を
呼
び
ま
し
た
が
…
。

沖
田 

修
一
　
作

堀 

直
子
　
作

時
間
を
お
く
ご
と
に
お
い
し
さ
が

増
す
熟
成
ケ
ー
キ
。
日
本
の
風
土

に
合
わ
せ
た
３
つ
の
タ
イ
プ
の
レ

シ
ピ
を
紹
介
。

磯
貝 

由
恵
　
著

熟
成
ケ
ー
キ

お
ん
な
の
か
ぶ

図書館へ行こう
http://www.lib-kirishima.jp/

新

紹

介

刊

霧島市立図書館に
おいでください。

国分図書館／☎64-0918
隼人図書館／☎43-7574
溝辺図書室／☎58-3191
横川図書室／☎72-1596
牧園図書室／☎78-3349
霧島図書室／☎57-0316
福山図書室／☎56-2026

霧島市７か所の図書館（室）で
本が借りられます。

イベント名 日　　時［対　象］ 場所・問い合わせ先
赤ちゃんとわらべうた・えほんのへや
（りんごの木） ２月 2日（月）10：30 ～ 11：00　

国分図書館幼児と小学生のためのおはなしの部屋
（りんごの木） ２月 7日（土）10：30 ～ 11：30　　

ほるとの森おはなし会 １月24日（土）、2月14日（土）、28日（土） 14：00 ～ 14：30

おはなしの部屋
１月18日（日）、2月15日（日） 11：00 ～ 11：30［幼児･小学生］
２月 5日（木） 16：00 ～ 16：30［幼児］
２月 6日（金） 11：00 ～ 11：30［赤ちゃん］ 隼人図書館

語りの部屋（語りの会あもり） ２月 8日（日） 11：00 ～ 11：40

おはなし広場 １月24日（土）10：00 ～ 11：30 福山図書室

今
回
か
ら
は
、「
霧
島
山
」
の
魅

力
を
紹
介
し
ま
す
。
最
初
は
高
原

町
で
す
。

眺
め
る
山
か
ら
撮
る
山
へ

「
子
ど
も
の
こ
ろ
は
眺
め
る
だ
け

の
山
々
だ
っ
た
が
、
今
で
は
一
番

の
遊
び
場
に
な
っ
て
い
る
」。
高
原

町
役
場
に
勤
め
る
内
村
秀し
ゅ
う

次じ

さ
ん

（
47
）
は
、
そ
う
話
し
ま
す
。

霧
島
山
の
写
真
を
撮
り
始
め
て

20
年
以
上
。
こ
れ
ま
で
霧
島
山
や

自
然
を
題
材
と
し
た
写
真
集
を
出

版
し
、
数
々
の
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

ま
た
、
４
年
前
の
平
成
23
年
１
月

に
は
、
役
場
の
防
災
担
当
と
し
て
、

初
め
て
目
に
す
る
新
燃
岳
の
大
噴

火
も
カ
メ
ラ
に
収
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

山
と
の
つ
な
が
り

「
幼
い
こ
ろ
か
ら
、
霧
島
山
を
一

望
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
霧
島
山
を
被
写
体
と
し

て
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
、
大
学
卒
業
後
に
北
海
道
や
ペ

ル
ー
に
撮
影
旅
行
に
行
っ
て
か
ら
。

そ
れ
以
来
、
文
字
通
り
霧
島
山
に

の
め
り
込
ん
だ
日
々
が
続
き
ま
し

た
。
撮
影
で
関
わ
る
一
方
、
役
場

職
員
と
し
て
防
災
に
も
関
わ
っ
て

い
ま
す
。
結
婚
式
も
霧
島
山
の
山

中
で
行
い
ま
し
た
。
昔
に
比
べ
る

と
、
撮
影
の
た
め
霧
島
山
に
分
け

入
る
回
数
も
少
な
く
な
り
ま
し
た

が
、
そ
れ
で
も
霧
島
山
へ
の
興
味

が
尽
き
る
こ
と
は
な
く
、
次
に
向

け
て
い
ろ
い
ろ
な
構
想
が
湧
き
出

て
い
ま
す
」

◎�

�問
＝
高
原
町
役
場
ま
ち
づ
く
り
推

進
課
☎
０
９
８
４（
42
）２
１
１
１

環
霧
島
・
錦
江
湾
奥
イ
ベ
ン
ト
情
報

目指せ !世界ジオパーク認定

鹿児島県

宮
崎
県

霧島市

曽於市

都城市

小林市えびの市

高原町

湧水町

姶良市

鹿児島市 錦江湾

桜島

垂水市

霧島山

錦江湾奥会議とは、錦江湾奥部に位置する鹿児島市、
姶良市、垂水市、霧島市の４市が、行政区を越えて
連携し、地域活性化を図ることを目指します。

環霧島会議とは、霧島山を取り巻
く鹿児島・宮崎両県の５市２町で
構成され、県境を越えて連携し地
域活性化を図ります。

環霧島会議

錦江湾奥会議

錦 江 湾 奥 イ ベ ン ト

垂水市
・ �日時＝２月22日（日）～ 28日（土）午前10
時～午後４時

・ �場所＝垂水市本町商店街（川畑秀夫宅周辺）
・ �内容＝県三大土人形で県指定伝統的工芸
品の垂水土人形の展示販売などを行いま
す。
＝垂水市観光協会  ☎0994（32）8839

春を呼ぶ垂水土人形展

・ �期間＝１月31日（土）まで午後６時～ 10時
・ �場所＝みなと大通り公園、マイアミ通りほか
・ �内容＝マイアミ通りなどでイルミネーショ
ンを実施して、電車通りのライトアップや
みなと大通り公園をイルミネーションでつ
なぎ、魅力的な光の回廊を創出します。
＝サンサンコールかごしま☎099（808）3333

冬季光の回廊鹿児島市

・ �期日＝２月23日（月）、24日（火）午前９時
～夕方

・ �場所＝町通りほか（姶良市蒲生町上久徳）
・ �内容＝地元の特産品や植木などの出店が
立ち並び、毎年、約2,000人の買い物客
でにぎわいます。
＝姶良市商工会蒲生支所  ☎（52）0039

蒲生市
いち

姶良市

環 霧 島 イ ベ ン ト

・ �日時＝１月31日（土）、２月１日（日）午前９
時～午後５時

・場所＝京町温泉駅前通り周辺
・�内容＝90年余りの歴史ある南九州最大の買
い物市。植木、特産品など約450店の露天
が並び、毎年約20万人の客でにぎわいます。
＝�えびの市商工会  ☎0984（35）1544

京町二日市えびの市

・�日時＝２月22日（日）～３月８日（日）午前９時
～午後７時

・�場所＝曽於市末吉総合体育館
・�内容＝故吉井淳二画伯の故郷である曽於市
が県内外の在住者から洋画作品を、市内の学
生から水彩画などを募り展示会を開催します。
＝�曽於市教育委員会 ☎099（482）5958

第32回吉井淳二記念展曽於市

・ �期間＝２月21日（土）、22日（日）
・ �場所＝スタート・ゴール地点は小林総合運
動公園中央広場　※参加料必要

・ �内容＝30㌔、20㌔、10㌔、５㌔のコース
があり、スタート時間が異なります。
＝小林市商工観光課  ☎ 0984（23）1174

第17回ツーデーマーチ
霧島連山絶景ウオーク

小林市

七環霧 景
かんきりななけい

環霧島探訪

【宮崎県高原町】

両会議の活動や
イベントカレン
ダーをこちらか
ら確認できます。

夢のよう
な花畑に

ロッジ風

なパン屋
と一匹の

猫。そん
な

すてきな表
紙にひか

れ、ママ

の私が今
では児童

書にはまり
、

寝る前の至
福のひとと

きとなっ

ています。
香りまでし

てきそう

な、季節
のおいし

さがたっ
ぷ

り詰まっ
た、パン

好きには
た

まらない一
冊となって

います。

（国分上之
段在住）

内門 ちなつさん

大
た い

士
し

君（4）、之
し

力
し

君（2）　

おすすめの本

つるばら村の

くるみさん

作者：荗市 久美子

私
の
宝
本

おいしい

ファンタジーが

無限大です

9  Kirishima City Public Relations, 2015.1, Japan 広報きりしま  8

introduction &
 cooperation



昔
か
ら
“
飲
む
点
滴
”っ
て

言
わ
れ
る
く
ら
い
栄
養

が
あ
っ
て
ね
、
寒
く
な
る
と
家
族

み
ん
な
で
飲
ん
だ
も
の
で
す
」。

立
ち
上
る
湯
気
を
懐
か
し
そ
う
に

眺
め
る
三
宅
ム
ツ
子
さ
ん
（
69
）。

手
に
し
た
器
を
白
く
て
甘
い
思
い

出
の
味
が
満
た
し
て
い
ま
す
。

「
子
ど
も
の
こ
ろ
、
収
穫
を
祝

う
秋
祭
り
の
季
節
に
な
る
と
、
両

親
や
祖
父
母
が
き
ね
と
臼
で
餅
を

つ
い
て
、
甘
酒
を
作
っ
た
も
の
で

す
。
甘
い
も
の
が
少
な
い
時
代
で
、

最
高
の
お
や
つ
。
と
ろ
と
ろ
の
食

感
と
甘
さ
が
大
好
き
で
し
た
。
つ

ぼ
の
中
に
保
存
し
た
甘
酒
の
原
液

を
こ
っ
そ
り
舐
め
る
の
も
楽
し
み

の
一
つ
で
し
た
ね
」
と
懐
か
し
そ

う
に
笑
い
ま
す
。

料
理
上
手
な
母
に
育
て
ら
れ
た

三
宅
さ
ん
で
す
が
、
独
身
時
代
は

料
理
に
興
味
が
な
か
っ
た
と
い
い

ま
す
。
い
ざ
結
婚
し
て
料
理
を
す

る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
、
役
に

立
っ
た
の
は
“
母
の
レ
シ
ピ
”
で

は
な
く
、“
母
か
ら
受
け
継
い
だ

好
奇
心
”
で
し
た
。

「
母
は
好
奇
心
旺
盛
で
何
で
も

挑
戦
す
る
人
。
食
卓
に
は
い
つ
も

い
ろ
ん
な
料
理
が
並
び
ま
し
た
。

私
も
家
族
が
で
き
て
か
ら
料
理
に

夢
中
に
な
り
、
お
い
し
い
物
を
食

べ
た
り
話
を
聞
い
た
り
す
る
と
、

本
を
読
ん
で
研
究
し
た
り
、
教
え

て
も
ら
い
に
行
っ
た
り
、
何
で
も

挑
戦
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

甘
酒
レ
シ
ピ
も
知
人
に
教
わ
っ

た
も
の
。「
昔
な
が
ら
の
作
り
方

は
手
間
暇
が
か
か
っ
て
な
か
な
か

作
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
簡
単
な
作

り
方
で
す
が
、
思
い
と
栄
養
た
っ

ぷ
り
な
の
は
、
母
の
味
と
同
じ
で

す
」子

ど
も
た
ち
も
成
長
し
、
今
で

は
夫
・
照
秋
さ
ん
と
二
人
暮
ら
し
。

健
康
に
気
を
使
い
、
料
理
や
パ
ン

作
り
に
も
砂
糖
の
代
わ
り
に
甘
酒

を
使
い
ま
す
。「
糖
分
が
抑
え
ら

れ
る
し
、
体
に
も
い
い
、
風
味
も

増
す
。
私
に
と
っ
て
甘
酒
は
家
族

を
思
い
や
る
味
。
お
正
月
に
は
家

族
そ
ろ
っ
て
食
卓
を
囲
み
、
甘
酒

で
ほ
っ
こ
り
し
た
い
で
す
ね
」

甘
い
香
り
と
ゆ
ら
ゆ
ら
上
る
湯

気
の
向
こ
う
に
は
、
い
つ
も
大
切

な
人
が
い
ま
す
。

◎溝辺町崎森

白くて甘い思い出の味“甘酒”

な
ぜ
か
元
気
に
な
る

Taste of m
em

ories

三宅ムツ子さん（69）

�

〈作り方〉	 ① 米を洗い、水に浸す。
 ② 通常の２倍程度の水を入れ、炊飯器で柔らかめに米をたく（お粥状に）。
 ③ 炊飯器のスイッチを切り、70℃に冷ます。
 ④ 麹と40℃の湯を入れ、麺棒で米の粒が消えるまでつく。
 ⑤ 炊飯器のふたは開けたまま布巾をかぶせる。
 ⑥  保温スイッチを入れたり、切ったりして常に60℃を保ち、１時間おきに麺棒

で軽くつき、混ぜる。
 ⑦ ⑥を５回ほど繰り返し、とろみと甘みが出てきたら出来上がり。

〈材　料〉 米２合、麹200ｇ、水適量、40℃の湯200cc

甘
　
酒

※ 飲むときは小鍋に移し、水を

加えて煮立たせる。お好みで

ショウガを入れるとおいしくて、

体も温まる。

※ この作り方ならアルコールが

入っていないので、子どもでも

飲めます。

ＦＭきりしま（周波数：76.9）で、
この「思い出の味」を鹿児島弁で紹介します。
◦放送日時＝１月22日（木）午後３時30分～、（再放送）１月23日（金）午前10時30分～
◦コーナー名＝「Junjunと堀ちゃんのかごっま弁で語いもんそぉ」

姶良地区薬剤師会　☎（43）3352
◎ 開局時間は午前９時から午後５時までです。

◎ 原則として往診はいたしません。
◎ 診療時間は、午前９時から午後５時までです。（眼科は午前９時から午後１時まで）
◎ 都合により変更になる場合がありますので、ご連絡の上、受診してください。

姶良地区医師会◎日曜・祝日在宅医担当表（２月）

◎日曜・祝日薬局日程表（２月）
姶良地区薬剤師会

日/曜日 地区 薬　局　名 電　話

1日㈰
国 分 ㈲イルカ調剤薬局 64－0883
隼 人 けやき薬局 44－7001
隼 人 とざか薬局隼人店 64－2270

8日㈰

国 分 フタヤ薬局国分店 48－8484
国 分 霧島市民薬局中央 47－1855
国 分 ニック調剤薬局国分西店 56－7577
横 川 サン調剤薬局 72－1800
隼 人 ことり薬局 44－7175

11日㈬
牧 園 さくらの杜薬局 78－8282
隼 人 ひめぎ薬局 64－2610

15日㈰
国 分 健美堂薬局中央店 73－3882
国 分 きらら薬局 47－5656
隼 人 ひなた調剤薬局 42－8704

22日㈰ 隼 人 隼人調剤薬局 44－6166

日/曜日 診 療 科 目 地　区 病　院　名 電　話

1日
（日）

内リハ神経内科 隼 人 きりしま内科リハビリクリニック ６４－２２２２
脳神経外科 国 分 国分脳神経外科 ６４－００５９
内科 姶 良 市 希望ヶ丘病院 ６５－３２０７
小児科 姶 良 市 あいら小児科 ６６－０１１５
耳鼻咽喉科 姶 良 市 いわつぼ耳鼻咽喉科・めまいクリニック ６６－３３８７
眼科 姶 良 市 田中眼科 ６５－３９８６
内科 湧 水 町 前田医院 ７４－５００１

8日
（日）

内科外科 国 分 三輪クリニック ７３－３１３８
内科小児科 横 川 林内科 ７２－１８１８
小児科 国 分 きたはらこどもクリニック ６４－０６７７
耳鼻咽喉科 隼 人 鶴丸医院 ４２－０４３９
眼科 国 分 渡辺眼科クリニック ４５－６８８８
内胃腸科 姶 良 市 尾田内科胃腸科 ６５－７５１１
消化器外内科 姶 良 市 浜崎クリニック ６２－８５８８

11日
（水）

内科 隼 人 日当山温泉クリニック ４３－３１１１
内科 牧 園 霧島桜ヶ丘病院 ７８－３１３５
消循外内科 国 分 帖佐クリニック ６４－０７１１
眼科 国 分 いぢち眼科 ４７－３６１８
内科耳鼻咽喉科 姶 良 市 徳重クリニック ６２－２６７２
小児科 姶 良 市 なかむら小児科 ６４－３７１１
脳神経外科 姶 良 市 ながた脳神経外科 ６７－７５００

15日
（日）

内科 国 分 みはらクリニック ４６－８２０２
内科 牧 園 春田医院 ７６－００５３
内皮膚小児科 溝 辺 徳永医院 ５８－２３０２
小児科 国 分 いかりこどもクリニック ４８－５８５８
外科 隼 人 福山外科医院 ４２－２３６３
眼科 隼 人 隼人福島眼科 ６４－２９４０
内科小児科 姶 良 市 朝日ヶ丘クリニック ６６－１１２２
外科内科 姶 良 市 川島クリニック ６２－７２００

22日
（日）

リウマチ科内科 隼 人 吉玉リウマチ・内科クリニック ４２－２７５５
外科胃腸科 国 分 国分外科胃腸科 ４７－２３１１
内科循環器科 姶 良 市 こまき内科循環器科クリニック ６７－８８９９
小児科 姶 良 市 こどもクリニック山崎 ６５－１３５０
耳鼻咽喉科 姶 良 市 でぐち耳鼻咽喉科 ６７－３３４２
眼科 姶 良 市 西眼科医院 ６２－２５２６
胃腸科外科内科 湧 水 町 ひらしまクリニック ７４－２８００

小児科・内科
夜間救急診療

⃝��月～金曜日
午後７時30分～ 10時30分
⃝�土曜・日曜・祝日

午後６時30分～９時30分
問�＝霧島市立医師会医療セン
ター��☎（42）1171

休日歯科救急診療

⃝�時間＝午前９時～午後３時
⃝��場所＝姶良郡歯科医師会館

口腔保健センター（空港近く）
問＝姶良郡歯科医師会
☎（58）4388

◀◀◀保健だより
H e a l t h y  L e c t u r e

健康講座

発 達障害には、対人関係の
苦手さなどがある「自閉

症」、聞く・読む・書く・計算す
る・推論する能力のうち特定の
ものが苦手な「学習障害」、注
意力がなく衝動的、多動的に
行動する「注意欠陥多動性障
害」などがあります。

このような状態にある子ども
は、集団生活や学習面で困る
場合が予想されます。そのた
め、幼稚園、学校などには、特
別支援教育コーディネーター
の先生がいます。保護者や担
任の相談に乗ったり、各関係
機関との連絡、調整をしたりし
て、園や学校の中でその子に
あったサポート体制ができる
ようにするのが役割です。適
切なサポートがあれば、スムー
ズに過ごすことができるので
す。困ったことがあれば、ま
ずは身近な先生に相談してみ
ましょう。

◎こんなときはご相談ください
□ 発音が不明瞭、言葉が増えない。
□  落ち着きがない。じっとして

いられなくて危ないと感じる。
□ 集団の中で友達と遊ばない。
□  手先や体の動きが不器用に感

じる。
□ こだわりが強い。
□  思うようにいかないと乱暴な

行動を起こす。
□ 音や光などに過敏。
□  突然飛び出したり、走り出し

たりする。
□ かんしゃくを起こす。
□ 同じ遊びを飽きずに続ける。
□  ひどく読みにくい文字や鏡文

字を書く。
□  学習についていけなくて困っ

ている。

問＝�こども発達サポートセン
ターあゆみ��☎（64）0925

発達障害、
まずは相談を ②
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な
り
た
い
”
と
や
る
気
が
起
き
ま
し
た
。
何
よ
り
、“
観

客
や
一
緒
に
演
奏
す
る
仲
間
が
笑
顔
に
な
れ
る
よ
う
な

演
奏
を
し
よ
う
”
と
声
を
掛
け
ら
れ
、
肩
の
力
が
抜
け

ま
し
た
。
お
か
げ
で
演
奏
は
成
功
。
観
客
や
舞
台
全
員

の
笑
顔
を
見
て
、
自
分
以
外
の
誰
か
の
た
め
に
頑
張
る

こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
を
学
び
、
も
っ
と
音
楽
で
人
々
を

笑
顔
に
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
」

そ
の
こ
ろ
、
豪
雨
災
害
の
現
場
で
危
険
を
か
え
り
み

ず
人
命
救
助
に
あ
た
る
自
衛
官
の
姿
を
報
じ
る
ニ
ュ
ー

ス
を
目
に
し
た
宮
原
さ
ん
。
自
衛
隊
音
楽
部
と
の
共
演

以
来
、
自
衛
官
の
人
柄
と
音
楽
部
へ
の
憧
れ
が
強
く

残
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
「
自
衛
官
に
な
っ
て
、
誰
か

の
力
に
な
り
た
い
」
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

突
然
自
衛
官
に
な
り
た
い
と
打
ち
明
け
ら
れ
た
両
親

は
、命
の
危
険
や
厳
し
い
訓
練
、女
性
と
い
う
ハ
ン
デ
ィ

な
ど
を
心
配
し
ま
す
。
し
か
し
、
彼
女
の
真
剣
な
思
い

を
聞
き
、「
や
れ
る
だ
け
や
っ
て
み
な
さ
い
」
と
背
中

を
押
し
て
く
れ
ま
し
た
。

厳
し
い
試
験
に
合
格
し
、
晴
れ
て
自
衛
官
に
な
っ
た

宮
原
さ
ん
。
憧
れ
の
音
楽
部
に
入
っ
た
も
の
の
、
現
実

は
体
力
的
・
精
神
的
に
も
予
想
以
上
に
厳
し
い
も
の
で

し
た
。
女
性
と
し
て
の
特
別
扱
い
は
な
く
、
毎
朝
日
課

の
10
㌔
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
な
ど
男
性
隊
員
と
同
じ
訓
練
を

行
い
ま
す
。
実
戦
を
想
定
し
た
野
外
演
習
で
は
何
日
も

入
浴
で
き
ず
、
ト
イ
レ
も
不
自
由
な
ど
、
女
性
な
ら
で

は
の
悩
み
も
あ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
音
楽
部
員
と
し

て
楽
器
の
練
習
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
管
楽
器
は
感
覚
を

養
い
続
け
る
こ
と
が
大
事
で
、
多
忙
な
課
業
の
合
間
に

自
主
練
習
を
続
け
ま
す
。

そ
れ
で
も
頑
張
れ
る
の
は
「
演
奏
を
聴
い
て
く
だ
さ

る
方
々
の
笑
顔
が
あ
る
か
ら
。
家
族
や
つ
ら
い
と
き
に

相
談
で
き
る
心
強
い
仲
間
、
頼
も
し
い
先
輩
の
存
在
も

大
き
な
支
え
に
な
っ
て
い
ま
す
」
と
ほ
ほ
笑
み
ま
す
。

そ
ん
な
宮
原
さ
ん
の
夢
は
、
彼
女
が
初
め
て
自
衛
官
の

音
楽
部
と
共
演
し
た
と
き
の
よ
う
に
、
誰
か
に
夢
を
与

え
、
笑
顔
に
で
き
る
頼
も
し
い
自
衛
官
に
な
る
こ
と
。

「
大
好
き
な
音
楽
で
そ
れ
を
叶
え
ら
れ
る
よ
う
、
こ
れ

か
ら
も
頑
張
り
ま
す
」
と
目
を
輝
か
せ
ま
し
た
。

時
折
あ
ど
け
な
い
表
情
を
見
せ
る
彼
女
の
管

ト
ロ
ン
ボ
ー
ンは

、
こ

れ
か
ら
も
多
く
の
人
々
の
心
に
響
き
、
大
き
な
力
を
与

え
て
く
れ
ま
す
。

桜
星
輝
く
演
奏
帽
に
折
り
目
正
し
い
濃
緑
色
の
演

奏
服
。
金
色
の
光
を
放
つ
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
を
手

に
す
る
の
は
、
陸
上
自
衛
隊
国
分
駐
屯
地
第
12
普
通
科

連
隊
重じ

ゅ
う

迫は
く

撃げ
き

砲ほ
う

中ち
ゅ
う

隊た
い

の
通
信
手
で
、
陸
士
長
の
宮
原

光ひ
か
り彩
さ
ん
（
21
）。
同
連
隊
の
音
楽
部
に
も
所
属
す
る

彼
女
は
、
約
１
１
０
０
人
い
る
同
駐
屯
地
自
衛
官
の
う

ち
、
約
30
人
し
か
い
な
い
女
性
自
衛
官
の
一
人
で
す
。

宮
原
さ
ん
は
中
学
生
の
こ
ろ
、
部
活
動
紹
介
で
吹
奏

楽
部
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
に
心
を
奪
わ
れ
、
音
楽
に
目
覚

め
ま
す
。
そ
の
と
き
初
め
て
手
に
し
た
楽
器
が
、
長
い

ス
ラ
イ
ド
管
が
個
性
的
な
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
。
ス
ラ
イ
ド

を
操
作
す
る
動
き
が
か
っ
こ
よ
く
て
、
す
ぐ
に
夢
中
に

な
り
ま
し
た
。
高
校
に
進
学
し
て
も
吹
奏
楽
部
に
入
部
。

部
長
と
な
っ
た
高
校
２
年
の
と
き
、
人
生
の
転
機
が
訪

れ
ま
す
。
そ
れ
は
、
毎
年
学
生
と
陸
上
自
衛
隊
国
分
駐

屯
地
の
音
楽
部
が
共
演
す
る
「
市
民
と
自
衛
隊
の
つ
ど

い
」
へ
の
出
演
。
部
長
と
し
て
“
成
功
さ
せ
な
き
ゃ
”

と
い
う
重
圧
に
つ
ぶ
さ
れ
そ
う
だ
っ
た
宮
原
さ
ん
を
勇

気
づ
け
て
く
れ
た
の
が
音
楽
部
の
自
衛
官
で
し
た
。

「
皆
さ
ん
の
高
い
技
術
に
圧
倒
さ
れ
“
自
分
も
あ
あ 宮

みや

原
はら

 光
ひかり

彩さん（21）
国分上井出身、国分南中学校、国分
中央高校卒業。自衛官候補生教育
を経て、自衛官２等陸士として新隊
員となる。平成23年に国分駐屯地に
配属。休日は趣味のショッピングや
カフェ巡りのほか、中型バイクで沿岸
を走ることも。誰た

が
た
め
に“
管
”は
鳴
る

迷彩の戦闘服で通信手としての訓練にあたる
宮原さん。実戦での通信手は部隊間の連絡
など情報戦が主流となる現代では重要な任務。
重い機材を背負って道なき道を40㌔以上歩く
ことも

平成24年２月の「市民と自衛隊のつどい」で、
高校生と共演する自衛官の宮原さん（後列右
から３番目）

手で伸ばしたスライドの長さと口の形で音程を
操るトロンボーン

宮原さんら音楽部が、街頭パレードで演奏します。
◎建国記念日祝賀行事　◦日時＝２月11日（水、建国記念の日）午前10時～ 11時30分　◦場所＝国分シビックセンター周辺

※詳しくはP17をご覧ください。
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キ
リ
シ
マ
ツ
ツ
ジ
と
霧
島
　
そ
の
❶

植
木
職
人
が
育
成
（
品
種
改
良
）
し
た
桜

を
、
昔
か
ら
桜
の
名
所
と
し
て
名
高
か
っ
た

奈
良
の
吉
野
に
ち
な
ん
で
「
吉
野
桜
」
と
し

て
売
り
ま
し
た
が
、
吉
野
の
桜
と
混
同
さ
れ

る
恐
れ
が
あ
る
と
し
て
、「
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
」

と
改
名
。
現
在
で
は
日
本
を
代
表
す
る
桜
と

な
っ
て
い
ま
す
。

三
、
キ
リ
シ
マ
ツ
ツ
ジ
の
広
が
り

ツ
ツ
ジ
は
江
戸
の
造
園
ブ
ー
ム
に
合
わ
せ

て
流
行
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
珍
し
い
品
種
の
花

が
現
れ
た
と
記
録
に
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
中

で
も
キ
リ
シ
マ
ツ
ツ
ジ
は
、
当
時
一
番
の
人

気
を
博
し
て
い
ま
し
た
。

初
夏
の
新
緑
が
鮮
や
か
な
中
に
咲
く
緋ひ

色い
ろ

（
鮮
や
か
な
赤
）
の
ツ
ツ
ジ
は
、
紅
一
点
で

と
て
も
艶
や
か
な
印
象
を
受
け
ま
す
。
古
来

よ
り
、
緋
色
は
紫
に
次
ぐ
官
位
に
用
い
ら
れ

て
お
り
、
ま
た
、
魔
よ
け
や
厄
よ
け
の
ま
じ

な
い
の
色
と
し
て
も
用
い
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

石
川
県
の
能
登
地
方
で
は
、“
幸
せ
を
呼
ぶ

花
”
と
し
て
、
キ
リ
シ
マ
ツ
ツ
ジ
を
嫁
入
り

の
時
に
花
嫁
に
持
た
せ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
キ
リ
シ
マ
ツ
ツ
ジ
は
鑑
賞

用
と
し
て
、
幸
運
を
呼
ぶ
花
と
し
て
、
江
戸

を
中
心
に
植
え
ら
れ
、
そ
の
後
全
国
へ
と
広

が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

次
回
は
、
キ
リ
シ
マ
ツ
ツ
ジ
の
由
来
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

（
文
責
＝
鈴
）

し
た
。

特
に
、
大
名
屋
敷
と
し
て
与
え
ら
れ
た
土

地
は
郊
外
に
は
な
っ
た
も
の
の
、
広
大
で

あ
っ
た
こ
と
と
、
防
火
の
た
め
に
広
く
庭
を

取
っ
た
た
め
、
復
興
の
途
上
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
造
園
が
盛
ん
に
な
り
、
植
木
の
需
要
が

高
ま
り
ま
し
た
。

そ
れ
に
伴
い
、
江
戸
近
郊
の
百
姓
た
ち
も

積
極
的
に
植
木
の
生
産
に
従
事
す
る
よ
う
に

な
り
、
農
業
と
の
兼
業
を
や
め
、
植
木
屋
一

本
で
生
計
を
立
て
よ
う
と
す
る
者
が
現
れ
る

ほ
ど
で
し
た
。

江
戸
近
郊
の
「
染そ

め

井い

」
は
植
木
の
一
大
生

産
地
と
な
り
、
中
で
も
植
木
屋
伊い

兵へ

衛い

は
、

「
霧
島
屋
」
と
名
乗
っ
て
ツ
ツ
ジ
類
を
中
心

に
扱
う
植
木
屋
に
転
業
し
、
商
売
を
拡
張
し

て
い
き
ま
し
た
。
霧
島
屋
と
名
乗
っ
た
の
は
、

寛か
ん

文ぶ
ん

年
間
（
一
六
六
一
～
七
二
）
に
薩
摩
藩

霧
島
山
産
の
キ
リ
シ
マ
ツ
ツ
ジ
を
取
り
寄
せ

て
挿
木
で
増

や
し
、
諸
国

に
広
め
た
こ

と
に
由
来
し

ま
す
。

ち
な
み
に
、

江
戸
時
代
末

期
、
染
井
の

愛
で
る
と
い
う
相
反
す
る
考
え
方
を
持
っ
て

お
り
、
西
欧
人
で
は
全
く
理
解
で
き
な
い
思

考
概
念
が
あ
る
」
と
記
し
て
い
ま
す
。

古
来
、
日
本
人
は
草
木
や
庭
園
の
中
に
宇

宙
観
や
宗
教
観
、
季
節
感
を
表
現
す
る
特
異

な
民
族
で
、
盆
栽
や
庭
園
は
そ
の
最
た
る
も

の
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

特
に
江
戸
時
代
に
入
る
と
戦
乱
が
遠
の
き
、

新
し
い
価
値
観
で
あ
る
文
化
的
思
考
が
台
頭

し
て
き
ま
す
。
そ
の
一
つ
と
し
て
、
盆
栽
や

植
木
、
庭
園
を
代
表
と
す
る
よ
う
な
植
物
を

愛
で
る
文
化
が
、
武
士
階
級
だ
け
で
な
く
、

民
衆
の
中
に
も
芽
生
え
て
き
ま
し
た
。
江
戸

の
人
々
は
ツ
ツ
ジ
や
ア
ジ
サ
イ
、
ア
サ
ガ
オ
、

キ
ク
、
ボ
タ
ン
、
モ
ミ
ジ
な
ど
を
植
栽
し
、

季
節
の
移
り
変
わ
り
を
楽
し
む
よ
う
に
な
っ

た
の
で
す
。

二
、
江
戸
の
植
木
と
「
霧
島
屋
」

そ
の
よ
う
な
中
で
、
江
戸
の
町
に
植
木
屋

が
増
え
始
め
た
の
は
、
明め

い

暦れ
き

の
大
火
後
の
こ

と
で
す
。
明
暦
の
大
火
は
、
明
暦
三
（
一
六

五
七
）
年
一
月
に
江
戸
の
大
半
を
焼
失
さ
せ

た
江
戸
時
代
最
大
の
大
火
災
で
す
。
幕
府
は

防
火
対
策
と
し
て
空
き
地
の
確
保
や
道
路
拡

張
、
水
路
（
運
河
）
の
整
備
の
た
め
、
大
名

屋
敷
や
寺
院
、
町
屋
な
ど
の
移
転
を
行
い
ま

今
年
４
月
18
日
に
「
第
２
回
全
国
キ
リ
シ

マ
ツ
ツ
ジ
サ
ミ
ッ
ト
in
霧
島
」
が
霧
島
市
で

開
催
さ
れ
ま
す
。

キ
リ
シ
マ
ツ
ツ
ジ
は
、
現
在
、
石
川
県
の

能の

登と

半
島
で
鑑
賞
用
と
し
て
盛
ん
に
植
栽
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
鹿
児
島
県
内
で
は
ほ
と
ん

ど
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
キ
リ
シ
マ
ツ
ツ
ジ

は
そ
の
名
前
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
本
来

は
霧
島
（
薩
摩
藩
）
が
原
産
地
で
、
江
戸
や 

※

大
坂
を
通
じ
て
全
国
に
広
が
っ
て
い
き
ま

し
た
。

今
回
か
ら
３
回
シ
リ
ー
ズ
で
「
キ
リ
シ
マ

ツ
ツ
ジ
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

一
、
日
本
人
が
愛め

で
た

植
木
の
文
化

ア
メ
リ
カ
の
人
類
学
者
ル
ー
ス
・
ベ
ネ

デ
ィ
ク
ト
が
著
し
た
「
菊
と
刀
」
は
、
第
二

次
世
界
大
戦
中
、
対
戦
国
で
あ
る
日
本
の
人

民
の
気
質
や
文
化
に
つ
い
て
研
究
し
た
中
か

ら
生
ま
れ
た
、
日
本
研
究
の
名
著
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

こ
の
著
書
で
は
、
恩
や
義
理
な
ど
と
い
っ

た
日
本
文
化
の
固
有
の
価
値
観
を
詳
細
に
分

析
し
て
い
ま
す
。
中
で
も
著
書
名
と
な
っ
た

“
菊
”
と
“
刀
”
は
、「
日
本
人
、
特
に
江
戸

時
代
の
武
士
は
、
人
殺
し
の
道
具
で
あ
る

“
刀
”
を
愛
で
な
が
ら
、
同
時
に
“
菊
”
も

霧島山が国立公園に指定されて80周年。国立公園をもっと知って、もっ
と楽しむためのシリーズ第９回は、南九州ケーブルテレビネット㈱の
岡山明

あ

日
す

香
か

さんが、えびの高原屋外アイススケート場のインストラク
ター陳

ちん

誠
まこと

さんと一緒にアイススケートを体験してきました。

12
月
上
旬
、
小
学
生
以
来
と
な

る
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
を
え
び
の
高

原
で
体
験
し
て
き
ま
し
た
。
屋
外

で
の
ス
ケ
ー
ト
は
今
回
が
初
め
て
。

ま
ず
出
迎
え
て
く
れ
た
の
は
抜

群
の
景
色
と
開
放
感
。
靴
を
借
り
、

陳
さ
ん
か
ら
け
が
を
し
な
い
よ
う

安
全
な
転
び
方
な
ど
を
教
わ
る
と
、

い
ざ
滑
走
。
と
は
簡
単
に
い
か
ず
、

始
め
は
大
苦
戦
。
足
元
ば
か
り
見

な
が
ら
も
、
２
時
間
ほ
ど
す
る
と

何
と
か
滑
れ
る
よ
う
に
。
冬
晴
れ

の
青
空
に
映
え
る
森
や
雪
化
粧
の

山
々
を
眺
め
な
が
ら
滑
走
す
る
心

地
良
さ
は
最
高
で
し
た
。

天
然
の
ス
ケ
ー
ト
場
と
し
て
親

し
ま
れ
た
白び

ゃ
く

紫し

池
に
近
年
氷
が
張

ら
な
く
な
り
、
平
成
元
年
に
こ
こ

が
で
き
た
と
の
こ
と
。
温
暖
化
に

つ
い
て
も
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

場
内
の
売
店
で
は
陳
さ
ん
お
す

す
め
の
カ
レ
ー
う
ど
ん
を
賞
味
。

も
ち
も
ち
し
た
麺
に
絶
妙
な
辛
さ

の
つ
ゆ
が
絡
ま
る
絶
品
。
近
く
の

足
湯
で
冷
え
た
足
も
ぽ
か
ぽ
か
に

な
り
、
大
満
足
の
体
験
で
し
た
。

身
近
に
あ
り
、
雄
大
な
自
然
と
冬

を
満
喫
で
き
る「
え
び
の
高
原
屋

外
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
場
」。
皆
さ

ん
も
ぜ
ひ
体
験
し
て
み
て
は
。

（
体
験
ル
ポ
＝
岡
山
明
日
香
）

日本最南端の屋外アイススケート場

シリーズ❾

キリシマツツジ（霧島永水）

冬の行楽スポットは

ここで決まり

←

体験の様子をケーブルテレビで放送します。
◦放送日時＝�１月24日（土）～27日（火）、１月31日（土）～２日３日（火）午

前３時～、８時～、正午～、午後４時～、８時～、11時～
◦番組名＝南九州ケーブルテレビ「情報マルシェ」

※明治維新後、「大阪」が正式な表記となったが、それ以前は「大坂」とされていた。

ソ
リ
で
も
滑
れ
ま
す

こ
の
日
は
ソ
リ
で
遊
ぶ
カ
ッ
プ
ル
も
。
安
定
感
が
あ

る
の
で
、
ス
ケ
ー
ト
が
苦
手
な
方
も
楽
し
め
ま
す
。

【スケート場情報】
◦ 営業期間＝３月１日（日）まで※悪天候の場

合、営業を中止することがあります。
◦ 営業時間＝午前９時～午後５時
◦ 入場料金

■スケート教室
◦ 日時＝土・日・祝日の午前11時からと午後２

時から
◦ 料金＝無料
※20人以上の団体での参加は事前に要相談。
※貸し靴、貸しそりもあります。
�問＝えびの高原屋外アイススケート場

☎0984（33）5946

足湯でのんびり足湯の駅えびの高原の足湯は35 ～ 36

度で24時間利用可能。スケートで疲れ

た足もほぐれます。

絶品、カレーうどん

裏メニューがあまりの人気で、今年か

らレギュラーメニューになりました。

不動池

↓至牧園

←至えびの
　市街地

1

1

30

えびの高原荘

えびのエコ
ミュージアム
センター

えびの高原
屋外アイス
スケート場

通行止め

足湯の駅えびの高原

一般 団体
（20人以上） 見学

大　人 1,020円 820円 510円
中・高生 820円 620円 410円
小学生 610円 410円 300円

未就学児 無　料 無　料 無　料

スケート時の注意点
◦ 危険防止のため手袋、帽子を着用する。
◦ 靴ずれ防止のため、長めの靴下をはいたほうがよい。
◦ スピード滑走、逆回り滑走は禁止。ここのリンクは左

回り滑走。

初心者でも安心して来てください

今
回
の
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー

え
び
の
高
原
屋
外
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
場

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

陳ち
ん

誠ま
こ
とさ

ん

体
験
者

南
九
州
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
ネ
ッ
ト
㈱

岡
山
明あ

日す

香か

さ
ん

➡
こちらの二次元
バーコードから
も視聴できます

楽しい！

えびのエコミュージアムセン
ターは、昨年12/19から再び開
館しました。
※ 池めぐり自然探勝路も一部が

開放されています。
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市役所６階に窓口があります

お
知
ら
せ

創
業
資
金
な
ど
の
相
談
窓
口

市
役
所
内
に
新
規
開
設

市
で
は
12
月
１
日
に
「
創
業
支

援
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

新
た
に
事
業
を
始
め
よ
う
と
す

る
方
の
資
金
面
や
技
術
面
な
ど
の

相
談
に
応
じ
、
金
融
機
関
な
ど
13

団
体
を
紹
介
す
る
な
ど
し
て
開
業

を
支
援
し
ま
す
。

開
業
後
も
引
き
続
き
相
談
に
応

じ
ま
す
。（
相
談
無
料
）

⃝
�

時
間
＝
午
前
８
時
15
分
～
午
後

５
時
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

⃝
�

場
所
＝
国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
６
階
商
工
振
興
課
内

※�

詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
に
な
る
か
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

◎�

�問
＝
商
工
振
興
課
☎（
64
）０
９

１
２

国
分
中
心
市
街
地
の
空
き

店
舗
で
開
業
し
ま
せ
ん
か

霧
島
商
工
会
議
所
で
は
、
国
分

中
心
市
街
地
の
空
き
店
舗
で
開
業

す
る
意
欲
の
あ
る
方
に
家
賃
補
助

な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

⃝
�

対
象
＝
18
歳
以
上
で
、
国
分
中

心
市
街
地
で
半
年
以
内
に
開
店

予
定
、
ま
た
は
開
店
後
１
年
以

内
の
方
。

⃝
�

内
容
＝
家
賃
補
助
１
年
間
（
家

賃
の
50
％
、
最
大
５
万
円
）
の

ほ
か
、
専
門
家
に
よ
る
技
術
や

経
営
の
無
料
指
導
。

⃝
�

申
込
期
限
＝
２
月
10
日（
火
）

◎�

�問・�申
＝
霧
島
商
工
会
議
所
総

務
企
画
課
☎（
45
）０
３
１
３

子
育
て
世
代
に
お
得
な

「
か
ご
し
ま
子
育
て
支
援

パ
ス
ポ
ー
ト
」

■�

２
月
１
日
か
ら
パ
ス
ポ
ー
ト
切

り
替
え
が
開
始

協
賛
店
な
ど
で
子
育
て
に
関
す

る
支
援
を
受
け
ら
れ
る
「
か
ご

し
ま
子
育
て
支
援
パ
ス
ポ
ー
ト
」。

今
年
の
４
月
１
日
か
ら
新
し
い

カ
ー
ド
に
変
わ
る
た
め
、
現
在
お

持
ち
の
パ
ス
ポ
ー
ト
は
同
日
か
ら

使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
２
月

１
日
か
ら
新
し
い
パ
ス
ポ
ー
ト
へ

の
交
換
を
始
め
ま
す
の
で
、
早
目

の
引
き
替
え
を
お
願
い
し
ま
す
。

⃝
 

交
付
場
所
＝
子
育
て
支
援
課
、

市
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
、
隼
人
福
祉

課
、
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
。

※�

協
賛
店
や
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
な

ど
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

■�

協
賛
店
を
募
集
し
ま
す

子
育
て
を
支
援
し
て
い
た
だ
け

る
企
業
・
店
舗
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
可
能
な
範
囲
で
サ
ー
ビ
ス
内

容
を
考
え
て
い
た
だ
き
、
協
賛
申

込
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

⃝
 

協
賛
の
メ
リ
ッ
ト
＝
交
付
さ
れ

る
協
賛
ス
テ
ッ
カ
ー
を
掲
示
す

る
こ
と
で
、
子
育
て
を
応
援
す

る
企
業
・
店
舗
で
あ
る
こ
と
を

Ｐ
Ｒ
で
き
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に

つ
な
が
り
ま
す
。県
・
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
紹
介
し
ま
す
。

⃝
�

協
賛
例
＝
ス
タ
ン
プ
ポ
イ
ン
ト

２
倍
進
呈
、
店
内
ベ
ビ
ー
カ
ー

の
無
料
貸
し
出
し
な
ど
。

⃝
 

提
出
先
＝
子
育
て
支
援
課
、
市

こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
、隼
人
福
祉
課
、

各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

◎�

�問・�提
＝
市
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー

☎（
45
）４
９
２
０

農
林
業
に
関
す
る
全
国
調
査

１
月
中
旬
か
ら
始
ま
り
ま
す

平
成
27
年
２
月
１
日
現
在
で
、

全
国
一
斉
に
「
２
０
１
５
年
農
林

業
セ
ン
サ
ス
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
わ
が
国
の
農
林

業
・
農
山
村
地
域
の
実
態
を
明
ら

か
に
す
る
最
も
基
本
的
な
調
査
で

す
。
１
月
中
旬
か
ら
調
査
員
証
を

携
え
た
調
査
員
が
、
農
林
業
を
営

ん
で
い
る
方
々
を
訪
問
し
、
調
査

票
の
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。
個

人
情
報
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎�

�問
＝
情
報
政
策
課
統
計
グ
ル
ー

プ
☎（
64
）０
９
３
３

「
献
血
」は
大
き
な
社
会
貢
献

霧
島
市
健
康
福
祉
ま
つ
り
で
献

血
を
実
施
し
ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
な
ど
が
流
行
す
る
こ
の
時
期

は
特
に
輸
血
用
の
血
液
が
不
足
す

る
た
め
、
医
療
行
為
の
際
に
支
障

を
き
た
す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
献

血
は
身
近
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
人

命
救
済
に
大
き
く
貢
献
で
き
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

18
歳
か
ら
39
歳
の
方
は
、
献
血

と
併
せ
て
健
康
診
断
も
行
い
ま
す
。

受
診
し
た
方
に
は
、
景
品
を
進
呈

し
ま
す
。

⃝
 

日
時
＝
２
月
15
日（
日
）午
前
９

時
30
分
～
正
午
、
午
後
１
時
～

３
時

⃝
�

場
所
＝
国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
共
通
ロ
ビ
ー

◎�

�問
＝
健
康
増
進
課
☎（
64
）０
９

０
５

建
国
記
念
日
を
祝
い
ま
し
ょ
う

国
の
誕
生
を
祝
い
、
先
人
の
偉

業
に
感
謝
し
、
国
を
愛
す
る
心
を

養
い
、
よ
り
豊
か
で
平
和
な
日
本

を
築
く
た
め
、
建
国
記
念
の
日
の

祝
賀
行
事
を
実
施
し
ま
す
。

⃝
�

日
時
＝
２
月
11
日
（
水
・
建
国

記
念
の
日
）
午
前
９
時
～
11
時

15
分

⃝
�

場
所
＝
国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ�

ー
市
民
広
場
・
多
目
的
ホ
ー
ル

⃝
�

内
容
＝
陸
上
自
衛
隊
国
分
駐
屯

地
音
楽
隊
に
よ
る
街
頭
パ
レ
ー

ド
、
式
典
、
講
演
な
ど
。

◎�

�問
＝
道
義
高
揚
・
豊
か
な
心
推

進
協
議
会
事
務
局
（
総
務
課
市

民
運
動
推
進
室
内
）
☎（
64
）０

９
１
５

な
つ
か
し
の
映
画
を
観
る
会

⃝
�

時
間
＝
毎
週
木
曜
、
午
後
１
時

30
分
か
ら（
開
場
＝
午
後
１
時
）

⃝
�

場
所
＝
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
鑑

賞
室
（
無
料
）
予
約
不
要

⃝
�

定
員
＝
80
人（
入
場
制
限
あ
り
）

【
２
月
の
上
映
作
品
】

◦�

５
日
＝
綾
小
路
き
み
ま
ろ
爆

笑
！
最
新
ラ
イ
ブ
名
演
集
（
13

年
・
62
分
）
こ
れ
ま
で
に
収
録

し
た
映
像
か
ら
３
会
場
の
ラ
イ

K I R I S H I M A  I N F O R M A T I O N

♥かごしま縁結びフォーラム（講演会＆スキルアップセミナー）
◦�時間＝午後２時～５時
◦�場所＝国分シビックセンター多目的ホール

【内容】
◦�講演会
◦ 演題／講師＝「運は一瞬！縁は一生！～結婚してよかった10のコト～」

／岡本安代さん（フリーランスママウンサー）
◦�スキルアップセミナー
◦ 内容／講師＝「婚活のノウハウ！婚活にはツボがある」／大橋清

きよ
朗
はる

さん（Ｎ
ＰＯ法人花婿学校代表）
◦�参加費＝無料
◦�定員＝100人（申し込み者多数の場合は抽選の上、発送をもって発表）
◦�申込締切＝１月26日（月）
�問・�申＝ＭＢＣサンステージ 「かごしま縁結びフォーラム」係

☎099（255）6144

♥第９回さつきメイトお見合いパーティ＆婚活相談会
◦�時間＝午後５時から
◦�場所＝国分シビックセンター８階「野のいぶき」
◦�対象＝鹿児島県在住の45歳までの独身男女
◦�参加費＝4,500円
◦�定員＝先着30人（定員に達した場合、キャンセル待ちでの受け付け）
※同時に婚活相談会も実施します。（要予約・無料）
※詳細は、ホームページをご覧になるか問い合わせください。
�問・�申＝さつきブライダル婚活事業部【吉村】☎（42）３８３３、

ホームページhttp://www.satsuki-mate.com

♥第７回霧コン（街コン）
◦�時間＝午後６時から（受付＝午後５時から）
◦�場所＝国分中心市街地（国分シビックセンター市民広場受け付け）
◦�対象＝20歳以上の独身男女　◦�参加費＝男性5,500円、女性4,700円
◦�定員＝男女各70人　◦�申込締切＝１月31日（土）
�問・�申＝霧コン実行委員会 ホームページ http://www.kiricon.com

※申し込みは霧コンホームページから

県 内の商店街グルメのナンバーワ
ンを決める「Show-1グルメグラ

ンプリ本大会」。５回目となる今年は、
初めて鹿児島市を飛び出し、霧島市で
の開催となります。

商店街やその地域の家庭で作られて
いる伝統料理、地元産の食材を使った
開発グルメ、郷土食などにスポットを
当て、「商と食のコラボレーション」で
商店街や地域の活性化を狙うイベント。

霧島市からは新スタイルのきりしま
んま「きりしまんま霧島トリトン」が
登場。食べて、投票して、霧島の「う
まい」をPRしましょう。

◦�日時＝２月７日（土）、８日（日）午
前10時～午後３時※食券販売は午
前９時30分から
◦ 場所＝国分シビックセンター前お祭

り広場
�問＝�Show-1グルメグランプリ事務局

☎099（257）9690

Show-1グルメグランプリ本大会、〝霧島市初開催＂

「きりしまんま霧島トリトン」は、通り会の
人気店が今大会のために試行錯誤し、完成
させた渾

こん
身
しん

の一杯です。地元でとれた新鮮
な食材が満載。ぜひご来場いただき、たく
さんの人に食べてもらいたいです。

こくぶ通り会連合会会長  木野田寛さん（55）

鹿児島県内
地域商店街

あなたが選ぶ
商店街グルメ

鶏肉の
キーマカレー

鹿屋市

志布志市霧島市

指宿市伊佐市

鹿児島市

枕崎市

長島町

枕崎市

西之表市

出水市

黒豚の
軟骨揚げ

温泉卵

黒酢ブリの
ハンバーグ

きりしまんま霧島トリトン

２月７日、霧島で“婚活”

※ ＝問い合わせ先　 ＝申し込み先 ＝提出先
※　  ＝「健康マイレージ」対象の事業（20歳以上が対象）
健康マイレージについての問い合わせは、健康増進課健康づくり推進室 ☎（64）0905

きりしまんまとは／霧島産のお米、霧島山系で育った「黒豚」または福山沖で養殖された「黒酢ぶり」、霧島山系で収穫された野菜を使って、
お店独自の味付け、調理方法をしたもの。
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ブ
を
厳
選
。
新
ネ
タ
も
加
え
た

最
新
ラ
イ
ブ
ベ
ス
ト
盤
。

◦�
12
日
＝
Ｍ
ａ
ｙ
ｕ
コ
コ
ロ
の
星

（
07
年
・
１
２
３
分
）
一
人
の

女
性
の
心
の
成
長
と
「
生
」
に

向
き
合
う
姿
を
描
い
た
作
品
。

◦ 

19
日
＝
ミ
ラ
ー
を
拭ふ

く
男
（
03

年
・
１
１
７
分
）
交
通
事
故
を

き
っ
か
け
に
ミ
ラ
ー
を
拭
く
旅

に
出
る
感
動
の
物
語
。

◦�

26
日
＝
０ゼ

ロ

か
ら
の
風
（
07
年
・

１
１
１
分
）
母
親
の
愛
が
法
律

を
変
え
た
。
実
話
に
基
づ
く
感

動
の
物
語
。

◎�

�問
＝
メ
ディ
ア
セ
ン
タ
ー
☎（
64
）

０
９
１
９

第
９
回
霧
島
市
芸
術
祭

霧
島
市
文
化
協
会
に
加
盟
し
て

い
る
団
体
が
舞
踊
や
三
味
線
の
演

奏
を
披
露
し
ま
す
。

⃝
�

日
時
＝
２
月
８
日（
日
）午
後
１

時
か
ら

⃝
�

場
所
＝
霧
島
市
民
会
館

◎�

�問
＝
文
化
振
興
課
☎（
42
）１
１

１
９

ネ
ッ
ト
や
ス
マ
ホ
で

ど
こ
で
も
申
告
・
納
税

「
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス

テ
ム
（
ｅ
－
Ｔ
Ａ
Ｘ
）」
で
は
、

自
宅
や
オ
フ
ィ
ス
、
税
理
士
事
務

所
な
ど
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

利
用
し
て
、
国
税
に
関
す
る
各
種

手
続
き
が
で
き
ま
す
。
電
子
署
名

を
必
要
と
し
な
い
一
部
の
手
続
き

は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
も

利
用
で
き
ま
す
。

詳
細
は
、
ｅ
－
Ｔ
Ａ
Ｘ
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

⃝
�

可
能
な
手
続
き

◦�
税
の
申
告
（
所
得
税
・
復
興
特

別
所
得
税
、
法
人
税
・
地
方
法

人
税
・
復
興
特
別
法
人
税
、
贈

与
税
、
消
費
税
・
地
方
消
費
税
、

酒
税
、
印
紙
税
）。

◦�

全
て
の
国
税
の
納
税

◦�

納
税
証
明
書
の
交
付
請
求
、
法

定
調
書
の
提
出
な
ど
の
申
請
・

届
け
出
な
ど
。

◎�

�問
＝
加
治
木
税
務
署
☎（
62
）２

１
６
１

原
発
事
故
を
考
え
る
舞
台
劇

東
京
を
拠
点
に
置
く
「
劇
団
仲

間
」
が
、
福
島
第
一
原
発
事
故
の

影
響
を
受
け
た
一
家
の
葛
藤
を
演

じ
る
舞
台
劇
「
空
の
村
号
」
の
一

般
公
演
を
行
い
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
に
ど
ん
な
ふ
る
さ
と
を
残
し
た

い
か
、
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

⃝
 

日
時
＝
１
月
31
日（
土
）午
後
６

時
30
分
～
７
時
45
分
（
開
場
＝

午
後
６
時
10
分
）

⃝
�

場
所
＝
加
音
ホ
ー
ル
（
姶
良
市

加
治
木
町
木
田
５
３
４
８
－
１

８
５
）

⃝
�

入
場
料
＝
２
０
０
０
円
（
当
日

３
０
０
０
円
）
※
未
就
学
児
の

入
場
不
可
。

⃝
�

チ
ケ
ッ
ト
販
売
＝
加
音
ホ
ー
ル
、

き
り
し
ま
国
分
山
形
屋
、
プ
ラ

ス
き
り
し
ま
カ
ー
ド
取
扱
店
。

※�

託
児
あ
り
（
１
人
３
０
０
円
、

１
月
22
日
ま
で
に
要
予
約
）

◎�

�問
＝
き
り
し
ま
・
国
分
子
ど
も

劇
場【
外そ

と
松ま

つ
】☎（
43
）０
８
１
７

募
　
集

九
州
オ
ル
レ

「
霧
島
妙
見
コ
ー
ス
」

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大
会

癒
や
し
と
温
泉
を
テ
ー
マ
に
自

然
を
楽
し
み
な
が
ら
歩
く
九
州
オ

ル
レ「
霧
島
妙
見
コ
ー
ス
」（
歩
行

距
離
約
11
㌔
）
を
一
緒
に
歩
き
ま

せ
ん
か
。

霧
島
九
面
太
鼓「
郷は

る

花か

」の
演
奏

や
地
元
の
方
々
に
よ
る
お
も
て
な

し
も
あ
り
ま
す
。詳
細
は
、市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

⃝
 

日
時
＝
２
月
14
日（
土
）午
前
10

時
か
ら
（
受
付
＝
午
前
９
時
30

分
か
ら
）

⃝
�

集
合
場
所
＝
塩
浸
温
泉
龍
馬
公

園
（
牧
園
町
）

⃝
�

参
加
費
＝
１
０
０
０
円

⃝
�

定
員
＝
先
着
１
０
０
人

⃝
�

申
込
方
法
＝
参
加
申
込
書
（
観

光
課
、
隼
人
地
域
振
興
課
、
各

総
合
支
所
地
域
振
興
課
に
あ
り

ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
直
接
か
、
郵

送
ま
た
は
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
、

メ
ー
ル
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

⃝
�

申
込
期
限
＝
２
月
６
日（
金
）必

着
◎�

�問
＝
霧
島
市
観
光
課
☎（
64
）０

８
９
５
、℻（
64
）０
９
５
８
、メ
ー

ルkirikan@
city-kirishi�

m
a.jp

山
ケ
野
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大
会

黄
金
の
郷さ

と

史
跡
め
ぐ
り

新
春
の
山
ケ
野
金
山
で
史
跡
を

巡
り
な
が
ら
、
楽
し
く
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
を
し
ま
せ
ん
か
。

⃝
 

日
時
＝
３
月
１
日（
日
）午
前
８

時
30
分
～
午
後
４
時
20
分
（
受

付
＝
午
前
８
時
10
分
か
ら
）

⃝
 

集
合
場
所
＝
丸
岡
公
園

⃝
 

参
加
資
格
＝
健
康
で
完
歩
可
能

な
方
（
歩
行
距
離
約
13
㌔
）

⃝
�

参
加
料
＝
一
般
２
５
０
０
円
、

高
校
生
以
下
１
０
０
０
円
。（
未

就
学
児
は
無
料
、
た
だ
し
保
護

者
同
伴
）

⃝
�

定
員
＝
先
着
３
０
０
人

⃝
�

申
込
方
法
＝
応
募
チ
ラ
シ
（
市

役
所
本
庁
、
各
総
合
支
所
、
図

書
館
、
物
産
館
な
ど
に
配
置
）

に
付
い
て
い
る
振
込
用
紙
で
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

⃝
�

申
込
期
間
＝
１
月
14
日（
水
）～

30
日（
金
）

◎�

�問・�申
＝
実
行
委
員
会
事
務
局

☎（
64
）６
８
３
３

メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
主
催
講
座

⃝
 

申
込
方
法
＝
往
復
は
が
き
に
講

座
番
号
、
講
座
名
、
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
を
記
入
し
郵
送
。

⃝
�

受
講
決
定
＝
は
が
き
で
通
知

（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

◎�

�問・�申
＝
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
☎

（
64
）０
９
１
９
、〒
８
９
９
－
４

K I R I S H I M A  I N F O R M A T I O N

講座
番号 講　座　名 期  　日 場　　所 定員 受講料 申込期限

（必着）

1207 パソコン出前講座
（横川地区）

2/13（金）
13：30 ～ 16：30

横川公民館
大会議室 10人 500円 1/30（金）

505 エクセル2010基礎講座
（入門コース）

2/17（火）、18（水）
9：30 ～ 15：30 メディアセンター 20人 1,000円 2/ 3（火）

506 エクセル2010基礎講座
（ステップアップコース）

2/19（木）、20（金）
9：30 ～ 15：30 メディアセンター 20人 1,000円 2/ 3（火）

1005 仕事に役立つワード
基礎講座（文書作成）

2/24（火）、25（水）
18：30 ～ 20：30 メディアセンター 20人 500円 2/10（火）

1208 パソコン出前講座
（牧園地区）

2/27（金）
13：30 ～ 16：30

牧園農村活性化
センター 10人 500円 2/13（金）

霧島市では、地元企業などとタイアップし、ふるさ
と納税していただいた市外在住の皆さまに、お礼の品
として本市の魅力ある特産品などを贈呈しています。
今回は、平成27年度に市とタイアップしていただけ

る地元企業などを募集します。
◦�申込要件
◦ 霧島市内で生産、販売、サービスの提供を行う法人
（本社または工場などを含む主たる事業所を有する
ものに限る）、個人、団体。

◦ 市税などの滞納がなく、市内で１年以上引き続き事
業を営む方（個人では、市内に１年以上引き続き居
住している方）。

◦�申込締切＝１月30日（金）必着
◦�申込方法＝申込書などを郵送または直接提出
※ 詳細は、市のホームページをご覧になるか問い合わ
せください。
�問・�申＝共生協働推進課  ☎（64）0988

タイアップ後約２か月で200件以上のふる
さと納税がありました。特産品などのPRに
効果抜群です。

霧島市ふるさと納
税

「タイアップ事業
者」募集

コース名 内容 日時 場所 対象 受講料 申込期限

韓国
文化教室

韓国で好まれるいろいろなお茶を
試飲してその味や香りについて話
しましょう。

2/4（水）
14：00～ 15：00

国分公民館
調理講義室 霧島市民 100円 1/30（金）

中国
お料理教室

中国のネギ油焼きそば、葱油拌面
（ツウンユーバンミエン）を作りま
しょう。

2/5（木）
11：00～ 13：00

国分公民館
調理講義室 霧島市民 500円 2/ 2（月）

国際交流
お菓子作り

アメリカの国際交流員と一緒に旬
のりんごを使ったアップルパイを
作りましょう。

2/10（火）
13：30～ 16：30

国分公民館
調理講義室 霧島市民 500円 2/ 3（火）

中国語教室
中国の国際交流員と一緒に日常会
話を学びながら、楽しく交流しま
しょう。

2/12（木）
14：00～ 15：00

国分公民館
小研修室 霧島市民 無料 2/ 9（月）

中国文化教室
―春節―

中国で一番大切な祝日で、日本の
正月にあたる”春節”について楽し
く紹介します。

2/19（木）
14：00～ 15：00

国分公民館
調理講義室 霧島市民 無料 2/16（月）

韓国語教室 ハングルの書き順を覚え、ハング
ルのきれいな書き方を練習します。

2/19（木）
18：30～ 19：30

国分公民館
中研修室

韓国語初・
中級の方 無料 2/16（月）

English Hour

自分に合ったレベルでアメリカの
国際交流員と楽しく英語で会話し
ましょう。
※�参加は1人1つのレベルに限り
ます。

初級：2/16（月）
18：00～ 19：00
中級：2/16（月）
19：10～ 20：10
上級：2/23（月）
18：30～ 19：30

国分公民館
中会議室 霧島市民 無料

初級：2/12（木）
中級：2/12（木）
上級：2/19（木）

英語で
ティータイム

アメリカの国際交流員と英語を話
しながら、ティータイムを過ごし
ませんか。
※参加は1人月1回に限ります。

①�2/18（水）
14：00～ 15：00
②�2/25（水）
14：00～ 15：00

国分公民館
調理講義室

英語初級
レベル以
上の方

無料 ①�2/17（火）
②�2/24（火）

■国際交流員と交流しよう
アメリカ、韓国、中国の国際交流員

と楽しく交流しませんか。
◦定員＝各先着15人
※ 申し込み少数の場合は中止の場合も

あります。
※ 電話か市ホームページから申し込み

ください。
�問・�申＝企画政策課国際交流グループ  

☎（64）0914

■国際親善ナンコ大会
市内在住の外国の方と鹿児島の伝統

の遊び「ナンコ」をして、楽しく交流し
ませんか。

◦ 日時＝２月14日（土）午後６時～８時
30分

◦ 場所＝ホテル洗心閣（隼人町内1487）
◦定員＝先着10人
◦参加費＝3,000円（食事代込み）
◦申込期限＝２月５日（木）
�問・�申＝霧島市国際交流協会事務局

（企画政策課内）  ☎（64）0914

国際交流イベント盛りだくさん

※ ＝問い合わせ先　 ＝申し込み先 ＝提出先
※　  ＝「健康マイレージ」対象の事業（20歳以上が対象）
健康マイレージについての問い合わせは、健康増進課健康づくり推進室 ☎（64）0905
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３
９
４
国
分
中
央
三
丁
目
45
－
１

木
之
房
団
地
４
号
棟
が
完
成

入
居
者
を
募
集
し
ま
す

隼
人
地
区
の
木
之
房
団
地
４
号

棟
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。
申

し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な

り
ま
す
。部
屋
の
詳
細
は
、市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

⃝
�

申
込
書
の
配
布
・
受
付
期
間
＝

１
月
15
日（
木
）～
30
日（
金
）

⃝
 

抽
選
日
＝
２
月
９
日（
月
）

⃝
�

部
屋
の
種
類
／
戸
数
＝
２
Ｄ
Ｋ

４
戸
、
３
Ｄ
Ｋ
／
16
戸

⃝
�

設
備
＝
水
洗
ト
イ
レ
、
網
戸
、

ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス
、
給
湯
完
備
、

都
市
ガ
ス
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
合
併
浄
化
槽
、

駐
車
場
１
区
画（
月
５
０
０
円
）。

⃝
�

家
賃
＝
２
Ｄ
Ｋ
／
約
１
万
８
３

０
０
円
～
約
２
万
７
２
０
０
円
、

３
Ｄ
Ｋ
／
約
２
万
２
６
０
０
円

～
約
３
万
３
７
０
０
円
。

※�

家
賃
は
所
得
に
応
じ
て
決
定
し
、

毎
年
度
見
直
し
ま
す
。
所
得
増

加
な
ど
に
よ
り
、
民
間
住
宅
と

同
等
の
家
賃
に
な
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。
申
し
込
み
に
つ
い
て

は
、
所
得
制
限
な
ど
の
条
件
が

あ
り
ま
す
。

◎�
�問・�申
＝
建
築
住
宅
課
☎（
64
）

０
９
０
９

霧
島
市
奨
学
生
募
集

市
教
育
委
員
会
で
は
平
成
27
年

度
の
市
奨
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

■
奨
学
生
の
資
格

市
内
に
居
住
す
る
方
の
子
で
、

高
等
学
校
・
専
修
学
校
・
短
大
・

大
学
・
大
学
院
な
ど
に
在
学
・
進

学
（
予
定
）
し
、
学
業
、
人
物
と

も
に
優
秀
で
、
学
資
の
支
払
い
が

困
難
な
方
。
詳
細
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※�

国
や
県
の
奨
学
資
金
と
の
併
用

は
で
き
ま
せ
ん
。

⃝
�

貸
与
月
額（
平
成
26
年
度
現
在
）

＝
高
校
な
ど
／
１
万
８
０
０
０

円
以
内
、
大
学
な
ど
／
４
万
４

０
０
０
円
以
内
、
大
学
院
／
８

万
７
０
０
０
円
以
内
。

※
全
て
無
利
子
で
す
。

⃝
�

貸
与
期
間
＝
当
該
学
校
の
正
規

の
修
業
期
間
中

⃝
�

返
還
＝
貸
与
額
を
卒
業
の
翌
月

か
ら
起
算
し
て
１
年
後
か
ら
、

高
校
な
ど
は
８
年
間
、
大
学
な

ど
は
10
年
間
、
大
学
院
は
２
か

年
課
程
が
10
年
間
、
３
か
年
課

程
が
15
年
間
で
月
賦
、
半
年
賦

ま
た
は
年
賦
で
全
額
返
還
。

※�

大
学
な
ど
、
大
学
院
の
２
か
年

課
程
ま
た
は
３
か
年
課
程
の
う

ち
、
い
ず
れ
か
２
つ
以
上
の
貸

与
を
受
け
る
方
は
、
返
還
期
間

を
15
年
ま
た
は
20
年
の
う
ち
か

ら
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

⃝
 

申
込
締
切
＝
３
月
20
日（
金
）

◎�

�問・�申
＝
教
育
総
務
課
教
育
政

策
グ
ル
ー
プ
☎（
42
）１
１
１
５
、

国
分
教
育
総
務
課
、
各
出
張
所

教
育
振
興
課

新
た
に
環
境
美
化
に
取
り
組
む

地
区
の
活
動
を
支
援
し
ま
す

市
で
は
地
域
の
生
活
環
境
を
よ

り
良
く
す
る
た
め
、
ほ
か
の
地
域

の
模
範
と
な
る
「
環
境
美
化
モ
デ

ル
地
区
」
を
指
定
し
、
環
境
美
化

活
動
費
な
ど
を
支
援
し
ま
す
。

⃝
�

対
象
＝
平
成
27
年
度
に
、
新
た

に
地
域
の
清
掃
や
花
壇
へ
の
植

栽
な
ど
の
環
境
美
化
活
動
を
行

う
地
区
自
治
公
民
館
。

※�

一
度
申
請
し
た
公
民
館
は
原
則

申
し
込
み
で
き
ま
せ
ん
。

⃝
 

活
動
期
間
＝
４
月
１
日
～
平
成

28
年
３
月
31
日

⃝
�

申
込
方
法
＝
地
区
自
治
公
民
館

長
へ
送
付
さ
れ
る
申
込
書
で
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

⃝
�

申
込
期
間
＝
１
月
14
日（
水
））～

２
月
13
日（
金
）

⃝
�

申
込
先
＝
環
境
衛
生
課
、
隼
人

市
民
福
祉
課
、
各
総
合
支
所
市

民
福
祉
課
。

◎�

�問
＝
環
境
衛
生
課
☎（
64
）０
９

６
１

親
子
で
た
こ
づ
く
り

た
こ
揚
げ
グ
ラ
ン
プ
リ

⃝
�

日
時
＝
１
月
25
日（
日
）午
後
１

時
～
４
時

⃝
�

場
所
＝
黒
石
岳
森
林
公
園
内
作

業
所
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
。

⃝
�

定
員
＝
先
着
20
人

⃝
�

参
加
費
＝
１
０
０
０
円

⃝
�

申
込
方
法
＝
電
話
で
。

◎�

�問・�申
＝
黒
石
岳
森
林
公
園
☎

（
49
）３
６
８
８

県
営
住
宅
へ
の
入
居

申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す

県
で
は
、
平
成
27
年
度
に
県
営

住
宅
の
入
居
を
希
望
す
る
方
の
空

き
家
待
ち
順
位
登
録
の
公
開
抽
選

を
行
い
ま
す
。
入
居
を
希
望
す
る

方
は
㈱
南
日
ホ
ー
ム
姶
良
支
店
に

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※�

こ
の
抽
選
は
、
空
き
家
の
紹
介

を
す
る
登
録
順
位
を
決
め
る
も

の
で
、
即
ま
た
は
必
ず
入
居
で

き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

⃝
 

申
込
書
の
配
布
・
受
付
期
間
＝

２
月
２
日（
月
）～
23
日（
月
）

⃝
 

抽
選
日
時
＝
３
月
５
日（
木
）午

後
２
時
か
ら

⃝
�

抽
選
場
所
＝
姶
良
・
伊
佐
地
域

振
興
局
本
庁
舎
４
階
中
会
議
室

◎�

�問・�申
＝
㈱
南
日
ホ
ー
ム
姶
良

支
店
☎（
64
）３
８
８
０

相
　
談

定
例
行
政
相
談

国
の
行
政
機
関
な
ど
に
対
す
る

苦
情
や
要
望
、
相
談
ご
と
を
聴
き
、

そ
の
解
決
や
実
現
を
図
り
ま
す
。

（
秘
密
厳
守
・
相
談
無
料
）

⃝
�

日
時
／
場
所
／
連
絡
先

◦�

２
月
９
日（
月
）午
前
10
時
～
正

午
／
隼
人
庁
舎
宿
直
室
／
隼
人

地
域
振
興
課
☎（
42
）１
１
１
２

◦�

２
月
10
日（
火
）午
前
９
時
～
正

午
／
牧
園
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

／
牧
園
総
合
支
所
地
域
振
興
課

☎（
76
）２
７
０
１

◦�

２
月
19
日（
木
）午
前
10
時
～
午

後
３
時
／
霧
島
総
合
支
所
１
階

和
室
／
霧
島
総
合
支
所
地
域
振

興
課
☎（
57
）１
１
１
２

◎�

�問
＝
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
グ

ル
ー
プ
☎（
64
）０
９
５
５

女
性
の
た
め
の
無
料
相
談

女
性
の
相
談
員
が
悩
み
や
問
題

を
共
に
考
え
、
問
題
解
決
へ
向
か

う
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。（
秘
密

厳
守
・
相
談
無
料
）

◎�

�問
＝
企
画
政
策
課
☎（
64
）０
９

１
４

年
金
相
談

社
会
保
険
労
務
士
が
年
金
に
関

す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。
老
齢
年

金
な
ど
の
請
求
手
続
き
も
で
き
ま

す
。（
秘
密
厳
守
・
相
談
無
料
）

⃝
�

日
時
＝
２
月
13
日（
金
）午
前
10

時
～
午
後
３
時

⃝
�

場
所
＝
国
分
公
民
館
小
研
修
室

⃝
�

必
要
な
も
の
＝
相
談
者
本
人
で

あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
も
の

※�

原
則
相
談
日
前
日
ま
で
の
予
約

が
必
要
で
す
。（
予
約
な
し
で

お
越
し
の
場
合
は
、
お
待
ち
い

た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
）

◎�

�問・�申
＝
街
角
の
年
金
相
談
セ

ン
タ
ー
鹿
児
島
☎
０
９
９
（
２

９
５
）３
３
４
８

将
来
の
不
安
や
心
配
事
は

癒
や
し
の
プ
ロ
に
相
談
を

専
門
的
な
知
識
と
暖
か
な
対
話

で
人
を
癒
や
す
心
の
ケ
ア
の
プ
ロ

「
精
神
対
話
士
」
が
、健
康
や
仕
事
、

子
育
て
な
ど
の
解
決
に
向
け
て
一

緒
に
考
え
る
「
ほ
っ！
と
相
談
」

を
開
催
し
ま
す
。（
秘
密
厳
守
・

相
談
無
料
）

⃝
�

期
日
＝
１
月
18
日（
日
）・
24
日

（
土
）・
25
日（
日
）・
31
日（
土
）、

２
月
１
日（
日
）・
15
日（
日
）・

21
日（
土
）・
22
日（
日
）・
28
日

（
土
）、
３
月
１
日（
日
）・
７
日

（
土
）・
８
日（
日
）・
９
日（
月
）

⃝
�

時
間
＝
午
後
１
時
～
５
時

⃝
�

場
所
＝
国
分
公
民
館
小
研
修
室

※�

事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

◎�

�問
＝
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
協
会
鹿
児

島
事
務
所
☎
０
８
０（
９
２
４

７
）５
６
１
３

人
権
相
談

霧
島
人
権
擁
護
委
員
・
法
務
局

職
員
が
家
族
間
の
問
題
、
財
産
・

相
続
の
問
題
、
差
別
、
い
じ
め
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
に
関
す
る

相
談
に
応
じ
ま
す
。（
秘
密
厳
守
・

相
談
無
料
）

⃝
�

相
談
日
・
場
所

◦�

２
月
２
日（
月
）／
溝
辺
総
合
支

所
◦�

２
月
３
日（
火
）／
牧
園
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
、
福
山
市
民
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー

◦�

２
月
17
日（
火
）／
隼
人
庁
舎

◦�

２
月
19
日（
木
）／
国
分
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー

⃝
�

時
間
＝
午
前
10
時
～
午
後
３
時

※�

鹿
児
島
地
方
法
務
局
霧
島
支
局

で
は
、
平
日
の
午
前
８
時
30
分

か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
常
設

相
談
所
も
開
設
し
て
い
ま
す
。

◎�

�問
＝
鹿
児
島
地
方
法
務
局
霧
島

支
局
☎（
45
）０
０
６
４

※ ＝問い合わせ先　 ＝申し込み先 ＝提出先
※　  ＝「健康マイレージ」対象の事業（20歳以上が対象）
健康マイレージについての問い合わせは、健康増進課健康づくり推進室 ☎（64）0905 K I R I S H I M A  I N F O R M A T I O N

◎市税等の納期のお知らせ

◎納付の際は、納付書の期別をご確認ください。
※�期別を間違えて納付すると、未納となり督促状
が届く場合があります。

科　　目 期別 納期
市県民税 ８期

2/2
（月）

国民健康保険税 ８期
後期高齢者医療保険料 ７期
介護保険料 ７期

期日 2/14（土） 2/24（火）

時間 12：30 ～ 17：00 13：30 ～ 16：30

場所 霧島市働く女性の家
（国分中央三丁目43-10）

隼人庁舎
（隼人町内山田一丁目11-11）

相談
方法

<面接相談>
要予約

☎099（254）2651
メンタルケア研究会
・コラソン

<面接相談>
<電話相談>
予約不要

電話相談の場合
☎（45）5111

対象 市内在住または市内事業所へ勤務する女性

月４万件を超えるアクセス数を誇る市ホー
ムページは、全国各地のさまざまな年代の方
に閲覧されることから、幅広い情報発信が可
能です。　

市ホームページに広告を掲載して宣伝しま
せんか。
◦ 広告掲載料＝１枠月額16,200円（税込み）

◦ 掲載位置＝霧島市トップページほか６画面
の最下部

◦ 募集枠数＝10枠
◦ 募集締切＝３月13日（金）必着
◦ 掲載開始＝４月１日（火）
※ 詳細は市ホームページをご覧になるか問い

合わせください。
�問・�申＝秘書広報課広報広聴グループ

☎（64）0955

（市民の80％以上が読んでいます：市民意識調査より）
平成27年度発行分の広報きりしま広告掲

載について、先行予約の申し込みを受け付け
ます。
◦ 広告掲載料
◦ 上旬号＝(裏表紙一面)216,000円（税込み）

１枠
◦ お知らせ版＝（１ページの５分の１段） 

５4,000円（税込み）
※ 上旬号は毎月、お知らせ版は１月と４月を

除く月に発行します。掲載額は一回当たり
の金額です。

◦ 申込締切＝２月６日（金）
◦ 申込方法＝申込書を提出。（希望の方には

申込書を郵送しますので、まずはご連絡く
ださい）

※ 希望掲載月の広告枠を超過した場合は抽選
とします。
��問・�申＝秘書広報課広報広聴グループ

☎（64）0955

霧島市ホームページ
バナー広告を募集しま

す

広報きりしま広告掲載

先行予約を受け付けま
す
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う
ぶ
声

届
出
日
（
11
／
16
～
12
／
15
）

◎
国
分
地
区

（
出
生
児
）	

（
届
出
者
）	（
自
治
会
）

岩
﨑�

乃の

愛あ�

智
昭�

福
島
８

小
牧�

豹ひ
ょ
う

己ま�

恵
大�

三
郷

黒
瀬�

由ゆ

衣い�

直
樹�

広
瀬
16

平�

琉る

花か�

譲
二�

野
口
西
第
二

能
瀨�

優ゆ
う

輝き�

純
子�

か
ぎ
ん
ア
パ
ー
ト

本
村�

太た
い

陽よ
う�

寿
一�

野
口
西
第
一

西
田�

楓か
え
で�

克
敏�
道
場
下

片
野
坂�

柊し
ゅ
う�

直
也�
弟
子
丸

岡
村�

風ふ
う�

幸
広�
西
上

辻�

勇は
や
と斗�

充
矢�

広
瀬
17

清
元�

み
な
み�

健
二�

西
内
の
丸

濱
砂�

慶け
い�

太
一�

道
場
口

藤
田�

晴は
る

人と�

洋
行�

青
葉
南

杉
本�

瑛え
い

太た�

真
志�

福
島
団
地

馬
場�

萌も

菜な�

一
郎�

府
中
前
西

砂
坂�

理り

仁ひ
と�

香
織�

広
瀬
17

德
留�

秀ほ
つ

眞ま�

眞
幸�

野
口
南

市
野�

愛あ
い

実み�

良
子�

福
島
１

北
野�

稜い
つ

輝き�

大
輝�

剣
之
宇
都

川
畑�

富ふ

玉ゆ�

操�

寺
馬
場

池
田�

霧き
り

羽は�

昇
二�

川
内
団
地

石
上�

光こ
う

正せ
い�

光
貴�

名
波
１

俵�

蓮れ
ん

士じ�

勝
行�

広
瀬
16

春
山�

明あ
か
り凛�

優
太�

拝
田
西

森�

春は
る

樹き�

洋
一�

府
中
前
東

富
尾�

美み

愛よ
り�

優
作�

迫
田
２

末
永�

美み

結ゆ�

昭
洋�

野
口
南

島
廽�
空そ

和わ�

国
和�

新
町
第
１

下
戸�
蓮れ

ん

貴き�

貴
之�

新
町
第
５

松
尾�

基も
と

央お�
幸
成�

東
上
新

通
山�

愛あ
い

翔と�
友
紀�

新
重
久
団
地

小
田�

優ゆ

梨り

愛な�

祐
之�
新
田

藤
垣�

佑ゆ
う

斗と�

秀
一
郎�

向
花
平
田

安
田�

稀き

音の�

寿
志�

福
島
４

久
積�

輝て
る

也や�

健
志�

サ
ン
パ
ー
ク
霧
島
レ
ジ
デ
ン
ス

中
馬�

鉄
翔し

ょ
う�

雄
祐�

ま
い
づ
る

前
川�

将ま
さ

貴た
か�

稔�

広
瀬
17

紙
屋�

陽は
る

斗と�

淳
一�

宇
都
良

渋
谷�

幸さ

来ら�

龍
太
郎�

新
清
水
団
地

◎
溝
辺
地
区

長
野�

遥は
る

真ま�

洋
介�

祝
儀
園

朝
倉�

理り

温お�

由
紀�

石
峯
自
治
公

吉
松�

瑚こ

二じ

郎ろ
う�

賢
太
郎�

玉
利
団
地
３
号
棟

福
岡�

海か
い

人と�

克
也�

西
原
自
治
公

神
田�

紗さ

良ら�

正
樹�

門
田

下
簗�

奨そ
う

真ま�

真
由
美�

三
縄

羽
田�

咲さ

月き�

光
宏�

立
岩

◎
牧
園
地
区

田
中�

優ゆ

衣い�

絵
美�

牧
園
１
区

富
尾�

将ま
さ

人と�

和
人�

中
津
川
６
区

葊
池�

椋り
ょ
う�

美
裕�

高
千
穂
３
区

東�

芙ふ

羽う

梨り�

尚
吾�

牧
園
６
区

◎
霧
島
地
区

萩
原�

光み

紅く�

幸
一�

駅
前

松
元�

凛り
ん�

啓
太�

遠
見
塚
団
地

◎
隼
人
地
区

林�

湊そ
う

太た�

仁
美�

隼
人
塚
団
地

山
下�

心み
の
り遥�

淳
也�

川
尻
北

肥
後�

篤あ
つ

季き�

健
裕�

東
前

海
江
田�

玲れ

温お
ん�

朴��

植�

朝
日

上
原�

加か

廉れ
ん�

昌
彦�

新
川
８

芝�

悠ゆ
う

大だ
い�

大
輔�

納
屋
１

森�

柊し
ゅ
う

空あ�

武
浩�

菩
提
寺
団
地

竹
井�

琉り

生お�

將
剛�

中
道
１
の
東

下
津
曲�

輝て
る
し�

勇
治�

武
安

鮫
島�

快か
い

斗と�

和
貴�

山
野
北

本
地
川�

晴は

菜な�

聖
晃�

三
田
坪

小
島�

賢け
ん

心し
ん�

崇�

菩
提
寺

祁
答
院�

碧そ
う

太た�

孝
浩�

見
次
７

植
村�

優ゆ
う

翔と�

桐
樹�

駅
前
３

天
辰�

球ま
り

瑚こ�

則
博�

三
田
坪

大
島�

杏あ
ん

菜な�

憲
太
郎�

県
営
天
降
川
団
地

園
田�

健け
ん

翔し
ょ
う�

沙
織�

住
吉
15

飯
野�

希の
の

花か�

一
仁�

新
川
８

溝
口�

愛あ
い

那な�

智
浩�

東
後

前
田�

幸こ
う

輝き�

優
城�

菩
提
寺
東

濱
田�

倖こ
う

実み�

司�

宮
西

飯
川�

凛り

音ね�

幸
弘�

鼻
切

徳
留�

華か

暖の
ん�

陽
介�

菩
提
寺
団
地

平
田�

雅ま
さ

人と�

征
司�

真
孝
中

上
野�

晃あ
き

弘ひ
ろ�

泰
弘�

納
屋
１

濵
田�

直な

歩お�

圭
史�

中
道
１
の
西

◎
福
山
地
区

天
川�

羽は

虹に

衣い�

龍
二�

牧
野

天
川�

美み

虹に

衣い�

龍
二�

牧
野

米
盛�

心み

優ゆ�

直
樹�

東
牧
之
原

田
ノ
上�

花か

音の
ん�

大
作�

下
牧
之
原

井
料�

希の

空あ�

大
樹�

東
牧
之
原

お
く
や
み

届
出
日
（
11
／
16
～
12
／
15
）

◎
国
分
地
区

（
氏　

名
）　　
　
　

�（
年
齢
）����（
自
治
会
）

石
井　
　

達
也　
　

56　
　

上
井
団
地

東　
　
　

正
盛　
　

93　
　

名
波
６

川
𠩤
田　

ツ
ル　
　

97　
　

高
橋

川
畑　
　

ミ
カ　
　

98　
　

塚
脇

山
内　
　

久
子　
　

87　
　

内
門

楠
元　
　

イ
サ
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85　
　

駅
前

林　
　
　

テ
ル　
　

88　
　

西
中

外
城　
　

太
郎　
　

82　
　

鳥
越

田
中　
　

ト
ヨ　
　

85　
　

広
瀬
17

駒
走　
　

ア
ヤ
子　

93　
　

福
島
７

池
田　
　

滿　
　
　

78　
　

府
中
中

森　
　
　

勝
美　
　

86　
　

福
島
５

岩
元　
　

和
昭　
　

80　
　

萩
之
元

月
見　
　

久
男　
　

82　
　

向
川
原

礒
𦚰　
　

道
代　
　

68　
　

広
瀬
８

中
村　
　

春
人　
　

79　
　

羽
白

池
田　
　

善
昭　
　

78　
　

芦
谷

上
野　
　

清
治　
　

80　
　

広
瀬
18

池
田　
　

三
千
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100　
　

島
馬
場

松
元　
　

ハ
ツ
エ　

86　
　

久
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田
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福
島
５

立
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62　
　

福
島
５
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幸
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ノ
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区
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光
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田
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４
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６
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２
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５
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８
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96　
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２
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七
夕　
　

ク
ニ
エ　

84　
　

湯
之
宮

中
馬　
　

利
雄　
　

86　
　

湯
之
宮

竹
下　
　

フ
サ　
　

89　
　

駅
前

◎
隼
人
地
区

海
江
田　

千
鶴
子　

70　
　

鼻
切

市
坪　
　

葊
幸　
　

56　
　

真
孝
15

古
川　
　

安
美　
　

94　
　

新
川
３

宮
内　
　

ユ
キ
エ　

75　
　

山
野
中

稲
田　
　

悟　
　
　

71　
　

新
溝

四
元　
　

哲
郎　
　

74　
　

住
吉
７

提
寺　

達
美　
　

53　
　

原

德
田　
　

五
男　
　

76　
　

し
ゅ
じ
ゅ
ど
ん

中
洲　
　

ヒ
ロ　
　

98　
　

平
熊

穴
井　
　

フ
ミ
子　

72　
　

住
吉
12

郡
山　
　

國
雄　
　

89　
　

駅
前
１

御
供
田　

清
春　
　

78　
　

下
小
鹿
野

松
重　
　

美
佐
子　

85　
　

東
林
寺

越
迫　
　

清
彦　
　

86　
　

加
納
内
下

◎
福
山
地
区

原
園　
　

敬
次　
　

88　
　

中
大
廻

枦
山　
　

行
男　
　

88　
　

福
地

西　
　
　

ミ
カ　
　

96　
　

小
廻

上
村　
　

フ
ヂ　
　

85　
　

比
曽
木
野

横
山　
　

正　
　
　

58　
　

西
牧
之
原

水
道
管
の
凍
結
・
破
裂
に
注
意

寒
く
な
る
と
、
水
道
管
が
凍
結
や
破
損
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
防
ぐ
た
め
に
は
、
厚

手
の
布
な
ど
を
水
道
管
に
巻
き
付
け
、
そ
の

上
に
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ
な
ど
を
巻
い
て
、
直

接
冷
気
を
受
け
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

■
水
道
管
が
凍
っ
て
し
ま
っ
た
場
合

管
や
蛇
口
が
凍
っ
た
時
は
、
自
然
に
溶
け

る
の
を
待
つ
か
、
凍
っ
て
し
ま
っ
た
部
分
に

タ
オ
ル
な
ど
を
か
ぶ
せ
、
ゆ
っ
く
り
と
ぬ
る

ま
湯
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。
急
に
熱
い
お
湯

を
か
け
る
と
、
破
損
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
注
意
が
必
要
で
す
。
蛇
口
を
開
け
て
も

水
が
出
な
い
場
合
、
開
け
た
ま
ま
に
せ
ず
、

必
ず
蛇
口
は
閉
じ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

■
水
道
管
が
破
裂
し
て
し
ま
っ
た
場
合

水
道
管
が
破
裂
し
た
時
は
、
メ
ー
タ
ー
器

近
く
に
あ
る
止
水
栓
を
止
め
て
く
だ
さ
い
。

止
水
栓
が
ど
こ
に
あ
る
か
を
前
も
っ
て
確
認

し
て
お
く
こ
と
も
必
要
で
す
。
水
道
メ
ー
タ 

ー
か
ら
蛇
口
ま
で
の
漏
水
に
つ
い
て
は
、
水

道
部
で
は
修
理
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
市
指
定

の
水
道
業
者
に
修
理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

◎�

問
＝
水
道
部
管
理
課
☎（
42
）３
５
０
０

電
線
の
異
常
を
見
つ
け
た
ら
連
絡
を

た
こ
揚
げ
で
た
こ
な
ど
が
電
線
に
引
っ
掛

か
っ
た
場
合
や
、
切
れ
た
り
垂
れ
下
が
っ
た

り
し
た
電
線
を
見
つ
け
た
場
合
は
、
絶
対
に

近
づ
か
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
電
線
の
近
く

で
ク
レ
ー
ン
車
や
重
機
を
使
っ
た
作
業
を
す

る
場
合
は
、
必
ず
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎�

問
＝
九
州
電
力
株
式
会
社
霧
島
営
業
所
☎

０
１
２
０（
９
８
６
）８
０
３

い
け
ば
な
池い

け
の
ぼ
う坊

展

「
花
・
魅み

せ
ら
れ
て
２
０
１
５
」
と
題
し
、

立
花
、
生
花
、
自
由
花
の
展
示
を
し
ま
す
。

⃝
 

日
時
＝
１
月
25
日（
日
）午
前
10
時
～
午
後

５
時
、
26
日（
月
）午
前
９
時
30
分
～
午
後

５
時

⃝
 

場
所
＝
国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
市
民

ギ
ャ
ラ
リ
ー

⃝
 

入
場
料
＝
無
料

◎�

問
＝
池
坊
高
千
穂
支
部
【
安
村
】
☎（
46
）

２
３
８
０

介
助
犬
を
知
る
セ
ミ
ナ
ー

障
が
い
者
の
日
常
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

介
助
犬
。
共
に
暮
ら
す
社
会
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。
介
助
犬
と
の
接
し
方
な
ど

を
学
び
、
実
際
に
見
て
、
触
れ
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。（
入
場
無
料
、
要
事
前
申
し
込
み
）

⃝
 

日
時
＝
１
月
28
日（
水
）午
後
２
時
～
４
時

⃝
 

場
所
＝
隼
人
工
業
高
校
体
育
館

◎�

問
＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｊ
ｏ
ｙ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（
お
助
け
マ
ン
）
☎（
42
）３
２
１
２

※このコーナーは、出生届・死亡届提出時に掲載依頼書を出された方のみ掲載しています。

お
知
ら
せ

て
っ
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Readers Voice

このコーナーは読者の皆さんからの
声を伝えるページです。
本誌への感想、霧島市への思いなど、
たくさんの声をお寄せください。

読者の声

c
o

m
m

u
n

i
t

y

小
学
生
や
中
学
生
の
こ
ろ
は
、

机
に
置
い
て
あ
る
広
報
き

り
し
ま
の
表
紙
や
お
め
で
た
情
報

の
珍
し
い
名
前
だ
け
を
見
て
い
ま

し
た
が
、
こ
こ
数
年
は
最
初
か
ら

最
後
ま
で
見
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
月
に
一
度
は
霧
島
市
に
つ
い
て

考
え
る
機
会
を
持
て
、
こ
の
ま
ち

に
誇
り
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
都
会
に
出
た
い
と
思
っ
て
い
た

私
の
目
標
は
、
い
つ
の
間
に
か
霧
島

市
、
そ
し
て
鹿
児
島
県
を
よ
り
良

い
場
所
に
す
る
こ
と
に
変
わ
り
ま

し
た
。
こ
の
目
標
達
成
の
た
め
に
、

ま
ず
は
目
の
前
の
大
学
受
験
を
頑

張
り
ま
す
。（
受
験
生
17
歳
女
性
）

●

い
つ
も
家
事
が
終
わ
り
、
手

の
空
い
た
時
間
に
ゆ
っ
く

り
読
ま
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

自
分
の
知
ら
な
か
っ
た
霧
島
市
の

こ
と
や
、
子
育
て
支
援
の
サ
ー
ビ

ス
な
ど
、
た
め
に
な
る
情
報
が
い
っ

ぱ
い
で
本
当
に
助
か
っ
て
い
ま
す
。

（
二
児
の
マ
マ
25
歳
女
性
）

●

６
月
に
引
っ
越
し
て
き
た
私

に
は
広
報
き
り
し
ま
が
い

ろ
ん
な
情
報
を
知
る
こ
と
の
で
き

る
一
つ
の
手
段
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

初
め
て
の
子
育
て
の
上
に
、
夫
婦

と
も
県
外
出
身
で
周
り
に
家
族
も

お
ら
ず
、
知
ら
な
い
環
境
に
不
安

ば
か
り
で
し
た
。
子
育
て
支
援
の

情
報
を
も
と
に
参
加
し
た
り
し
て
、

今
は
少
し
ず
つ
知
り
合
い
も
で
き

て
楽
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
自

然
も
多
く
の
ん
び
り
し
て
い
て
、

い
い
所
に
越
し
て
き
た
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。（
ま
ゆ
26
歳
女
性
）

●

徳
島
か
ら
移
住
し
、
霧
島
市

で
新
し
い
生
活
を
始
め
て

２
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
何
も
知
ら

な
い
土
地
で
し
た
が
、
広
報
き
り

し
ま
を
読
み
な
が
ら
霧
島
市
の
魅

力
を
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
生
活
に
も
慣
れ
、

掲
載
さ
れ
て
い
る
情
報
を
利
用
し

て
講
座
に
参
加
し
た
り
、
お
い
し

い
お
店
の
ク
ー
ポ
ン
を
使
っ
た
り

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
た
く

さ
ん
の
魅
力
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

（
ラ
イ
ダ
ー
28
歳
女
性
）

●

広
報
き
り
し
ま
に
掲
載
さ
れ

て
い
る
頑
張
っ
て
い
る
人

を
見
る
と
、
自
分
も
頑
張
ろ
う
と

い
う
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
気
持
ち
に
な

り
ま
す
。
霧
島
の
新
た
な
情
報
や

知
り
合
い
の
頑
張
っ
て
い
る
姿
を

紙
面
で
見
ら
れ
る
の
は
嬉
し
い
で

す
。（
え
の
き
ん
28
歳
男
性
）

●

今
回
か
ら
新
し
い
コ
ー
ナ
ー

が
で
き
て
驚
き
ま
し
た
が
、

私
た
ち
世
代
に
は
と
て
も
う
れ
し

く
思
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
毎
月
読

み
た
い
と
思
え
る
広
報
誌
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て

く
だ
さ
い
。（
Ｓ
・
Ｈ
32
歳
男
性
）

●

マ
イ
ホ
ー
ム
を
購
入
し
て
自

治
会
に
入
り
、
広
報
き
り

し
ま
が
届
く
の
が
私
の
楽
し
み
の

一
つ
に
な
り
ま
し
た
。
表
紙
の
季

節
感
が
大
好
き
で
内
容
の
深
さ
に

勉
強
さ
せ
ら
れ
、
ク
ー
ポ
ン
に
喜

び
、
お
知
ら
せ
で
大
切
な
事
に
気

付
け
て
本
当
に
助
か
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
広
報
き
り
し
ま
で
勉

強
し
ま
す
。（
み
こ
マ
マ
35
歳
女
性
）

●

デ
ザ
イ
ン
や
表
紙
写
真
の
セ

ン
ス
が
良
い
の
で
つ
い
手

に
取
っ
て
読
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

内
容
も
地
域
に
根
差
し
た
広
報
誌

で
、
ほ
か
の
自
治
体
に
は
絶
対
負

け
な
い
と
思
い
ま
す
。
全
国
的
に

評
価
さ
れ
て
い
る
の
も
納
得
で
す
。

地
元
民
と
し
て
誇
ら
し
く
思
い
ま

す
。（
大
地
の
パ
パ
37
歳
男
性
）

●

広
報
き
り
し
ま
を
読
む
の
が
、

と
っ
て
も
大
好
き
な
私
。

中
で
も
読
者
の
声
を
読
む
の
が
大

好
き
な
ん
で
す
。
今
ま
で
一
度
も

お
便
り
を
出
し
た
こ
と
が
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
２
０
０
号
の
記

念
に
一
筆
書
き
た
く
て
今
回
書
か

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
読
者
の

声
を
読
ん
で
い
る
と
、
自
分
が
霧

島
に
住
ん
で
い
る
喜
び
を
毎
月
感

じ
る
こ
と
が
で
き
る
ん
で
す
よ
ね
。

今
、
妊
娠
５
か
月
。
お
腹
の
中
の

赤
ち
ゃ
ん
に
聞
こ
え
る
よ
う
に
毎

号
声
に
出
し
て
広
報
き
り
し
ま
を

読
ん
で
癒
や
さ
れ
て
い
ま
す
。（
ひ

ろ
せ
ち
ゃ
ん
39
歳
女
性
）

●

表
紙
や
冊
子
内
の
写
真
に
地

元
な
ら
で
は
の
季
節
感
、

味
わ
い
や
彩
り
を
感
じ
ま
す
。
地

域
の
方
々
の
ご
活
躍
を
見
て
は「
負

け
ら
れ
な
い
」
と
い
う
気
持
ち
を

起
こ
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
広
報
誌
が
自
然
や
歴

史
・
産
業
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
共
存

し
て
い
る
霧
島
市
の
架
け
橋
に

な
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
た
か
さ
ん
43
歳
男
性
）

●

毎
回
楽
し
み
に
し
て
い
る
読

者
の
１
人
で
す
。
こ
ん
な

に
も
こ
の
“
広
報
き
り
し
ま
”
に

愛
情
を
持
っ
て
取
り
組
み
、紙
ベ
ー

ス
の
活
字
に
対
し
真
剣
に
考
え
て

作
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、

１
ペ
ー
ジ
１
ペ
ー
ジ
こ
ち
ら
も
丁

寧
に
読
ん
で
い
こ
う
と
思
い
ま
し

た
。（
あ
め
ち
ゃ
ん
43
歳
女
性
）

●

ま
ず
表
紙
の
美
し
さ
に
目
を

見
張
り
、
ワ
ク
ワ
ク
し
な

が
ら
毎
月
ペ
ー
ジ
を
め
く
り
ま
す
。

特
に
四
季
折
々
の
写
真
の
ポ
ス
ト

カ
ー
ド
と
人
の
風
景
の
コ
ー
ナ
ー

は
楽
し
み
で
、
４
月
か
ら
高
３
に

な
る
娘
も
進
路
に
心
揺
れ
る
中
、

夢
に
向
か
う
勇
気
を
も
ら
っ
て
い

ま
す
。（
三
毛
猫
凜
々
53
歳
女
性
）

●

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
社
会
の
世

の
中
で
あ
ろ
う
と
、
や
っ

ぱ
り
手
に
と
っ
て
ペ
ー
ジ
を
め
く

り
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
見
ら
れ
る
紙

の
方
が
し
っ
く
り
き
ま
す
。
２
０

０
号
を
読
み
、
一
段
と
続
け
て
欲

し
い
と
思
い
ま
し
た
。
編
集
者
の

方
々
、
こ
れ
か
ら
も
さ
ま
ざ
ま
な

幅
広
い
面
か
ら
霧
島
の
人
、
物
、

好
き
の
67
歳
女
性
）

●

今
の
時
代
、
何
を
す
る
に
も

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
。
電
話
で
問
い
合

わ
せ
を
し
て
も
ガ
イ
ダ
ン
ス
が
流

れ
て
戸
惑
う
ば
か
り
で
す
。
年
齢

を
重
ね
る
と
新
し
い
流
れ
に
つ
い

て
い
け
ま
せ
ん
が
、
広
報
き
り
し

ま
は
分
か
り
や
す
い
字
と
色
で
私

た
ち
に
も
や
さ
し
い
広
報
誌
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
変
わ
ら
ず
頼
り
に
し

て
い
ま
す
。（
Ｔ
・
Ｎ
74
歳
男
性
）

２
０
０
号
プ
レ
ゼ
ン
ト
企
画
に

は
が
き
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
約

９
０
０
件
の
ご
応
募
が
あ
り
、
た

く
さ
ん
の
感
想
を
寄
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

事
の
魅
力
を
分
か
り
や
す
い
文
章

と
す
て
き
な
写
真
で
私
た
ち
読
者

に
伝
え
続
け
て
く
だ
さ
い
。
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。（
ま
り
り
ん
60

歳
女
性
）

●

ど
の
記
事
も
霧
島
市
民
に

と
っ
て
有
益
で
役
に
立
つ

情
報
が
満
載
。
自
分
が
参
加
で
き

そ
う
な
講
座
な
ど
を
探
し
て
申
し

込
ん
で
い
ま
す
。
定
期
的
に
申
し

込
む
の
は
国
際
交
流
キ
ッ
チ
ン
や

英
会
話
で
、
毎
月
参
加
し
て
勉
強

さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
広
報

き
り
し
ま
が
な
か
っ
た
ら
霧
島
市

で
ど
ん
な
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
る

の
か
、
ど
ん
な
市
民
が
い
て
ど
ん

な
こ
と
を
し
て
い
る
の
か
、
何
も

分
か
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。（
外
国

ま
し
た
。

一
つ
一
つ
丁
寧
に
読
ま
せ
て
い

た
だ
き
、
広
報
き
り
し
ま
が
霧
島

市
民
の
皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

今
年
は
市
制
施
行
10
周
年
の
節

目
。
そ
し
て
、「
新
た
な
る
挑
戦
」

の
ス
タ
ー
ト
の
年
で
す
。
編
集
ス

タ
ッ
フ
一
同
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
引
き

続
き
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

プ
レ
ゼ
ン
ト
の
抽
選
は
１
月
５

日
に
行
い
、
当
選
者
に
は
１
月
７

日
ま
で
に
連
絡
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
も
当
選
者
を
ペ
ン
ネ
ー
ム

で
掲
載
し
ま
し
た
。

�問＝ 岩下さん ☎090（7473）8989

今回は国分を中心に活動し
ている『わらべうたベビー
マッサージサークル「わら
びぃ～♪」』をご紹介します。

ママの歌声とアイコンタクトでマッサージ

わらべうたベビーマッサージは助
産師の奥田朱美さん（北海道在

住）が考案して全国に広がったもの
で、わらべうたを使ってマッサージ
をすることで、免疫力や内臓機能が
高まるといわれています。
今回ご紹介する「わらびぃ～♪」の
先生は岩下夕紀子さん（40）。自身も
二人の子どもを育てるお母さん。長
女がなかなか寝なくて育児ノイロー
ゼ気味のときにベビーマッサージに
出合い助けられ、その後「わらべう
たベビーマッサージサークル」に参加。
「おかげで楽しく育児ができるように
なりました」と話します。自らの体
験を元に、同じ悩みを持っているお
母さんたちの役に立ちたいと「わら
べうたベビーマッサージ」の講習を
受け、平成22年に同サークルを開き
ました。
サークルではランチを食べながら
の情報交換もあり、国分中央から参
加していた川畑里美さん(37)は「初
めての子育てで悩んでいましたが、
遊ばせ方を教えてもらうなど、悩み
を相談できて本当に助かっています」
と笑顔で話してくれました。

サークルは月１回（不定期）開催さ
れます。料金や場所、内容などはホー
ムページでご確認ください。

http://warabebi.chesuto.jp/

黒坂直子さん（霧島）

わらびぃ 検索

川
畑
里
美
さ
ん（
37
）、

　
　
美み

織お
り

ち
ゃ
ん（
9
か
月
）
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〈随ずいそう想〉

1PRESENTS

※読者プレゼントを提供してくださる方を募集しています。秘書広報課広報広聴グループ☎（64）0955 までご連絡ください。

大相撲九州場所で32度目の幕内優勝
を果たした第69代横綱白鵬関が11月
27日、霧島市役所を訪れ、市民の皆
さまに「サイン色紙」をいただきました。
※今月号の4ページもご覧ください。

本
物
の
森
を
つ
く
り
・
生
か
す

市
長
コ
ラ
ム

前
田
終
止

「
人
や
木
の
成
長
に
は
、
程

よ
い
緊
張
感
と
ス
ト
レ
ス
が
必

要
。
だ
か
ら
そ
の
土
地
本
来
の

木
の
苗
を
密
植
で
混
ぜ
て
植
え

る
。
風
が
吹
け
ば
互
い
に
守
り

合
う
。
根
を
張
れ
ば
隣
木
に
負

け
な
い
よ
う
に
競
い
合
っ
て
成

長
す
る
」。
こ
れ
は
横
浜
国
立

大
学
の
宮
脇
昭
名
誉
教
授
の
言

葉
で
す
。
先
生
は
86
歳
。
現
在

で
も
世
界
中
で
木
を
植
え
続
け

て
お
ら
れ
、
毎
年
12
月
に
開
催

す
る
10
万
本
植
林
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
は
昨
年
も
指
導
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
平
成
21
年
に
国

分
庁
舎
前
の
お
祭
り
広
場
に
植

林
し
た
苗
木
は
、
た
っ
た
５
年

で
立
派
な
森
と
な
り
ま
し
た
。

本
市
で
は
こ
れ
ま
で
山
に
放

置
さ
れ
て
い
た
間
伐
材
な
ど
を

燃
料
と
し
て
有
効
活
用
す
る
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
の
建
設

が
始
ま
り
ま
し
た
。

昨
年
12
月
に
は
国
連
気
候
変

動
枠
組
条
約
第
20
回
締
約
国
会

議
が
ペ
ル
ー
で
開
催
さ
れ
、
日

本
は
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
を

２
０
３
０
年
ま
で
に
１
９
９
０

年
比
で
40
～
50
％
削
減
す
る
目

標
の
提
出
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
導
入
推
進
が
求
め
ら
れ

ま
し
た
。
本
物
の
森
づ
く
り
と

共
に
、
地
球
環
境
の
保
全
に
貢

献
し
な
が
ら
、
地
域
活
性
化
に

も
生
か
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◎人口／127,579人（－13）
男性／ 61,291人（＋12）
女性／ 66,288人（－25）
出生 93人／死亡100人
転入238人／転出235人
◎世帯数／59,471世帯（＋10）

（平成26年12月１日現在）

ED
IT

O
R

'S

2 00号には900通を超えるお便りが届きました。たくさんの温か
い激励の言葉にパワーをいただきました。中には「次はどんな仕

掛けがあるのか楽しみ」という意見も。どんどんハードルが高くなって
いくような…。皆さんからのいいアイデアをお待ちしております（美坂）

新たなる挑戦」のヒントがたくさん届いた。900通を超えるお便りは
圧巻。感想だけでなく提言も。広報誌を市民の皆さんと一緒に

作っているんだなと感じた。ありがたい。今回は若い世代からの反響も
大きかった。おかげで「読者の声」の年代も幅広く掲載できた（上小園）

広報担当になってから一眼レフを初めて触った私。苦節１年９か
月。ついに表紙を飾ることができました。これも「表紙写真撮っ

てきてね」と優しく重圧をかけてくださる先輩のおかげ。「次号も楽しみだ
ね」そんな声が聞こえてきます。本当に優しい先輩です（T_T）（川床）

昨年最後の取材は随想の加治木さん。亡きご主人と霧島山の思い
出をつづったエッセーに胸を打たれた。１月は霧氷を撮影予定。雪

山登山は初めてで不安もあるが、見たことのない世界に出会える期待
も。体力つけて頑張ろう。皆さん、今年もよろしくお願いします（上野）

霧島市ホームページ

◎ 「広報きりしま」にお便りをくださった方の中から横綱白鵬関の「サイン色紙」を５人の
方にプレゼント。応募締め切りは１月23日（金）当日消印有効です。※当選の発表は、
商品の発送を持ってかえさせていただきます。

祝日の早朝。自宅の窓の外から眠い目に
飛び込んできたのは、山際が赤く色付い
た東の空。時刻は７時ちょうど。日の出時
刻を調べると７時13分。全力で自転車を
こぎ、市役所へ到着。階段を駆け上がり
８階へ。息を切らせてカメラをセッティング。
ぎりぎりセーフ。まぶしい光に目をこらしな
がら、シャッターを切りました。一秒ごとに
ゆっくりと、確実に昇る真っ赤な太陽。毎
日繰り返されているであろうその姿に、生
きている「今」を強く実感しました（川床）

「今」を刻む赤
12月23日　午前７時28分

【撮影データ】

デジタルカメラ　レンズ18 ～135㎜
F3.5 ～ 5.6　1/8000s　 F5.6　 ISO200

今月の表紙

フットサルチームＵ
ユ ニ オ ン

ＮＩＯＮメンバー募集
フットサルチームＵＮＩＯ

Ｎは国分を中心に活動してい
ま す。 メ ン バ ー は 現 在 約10
人。練習は不定期ですが、勝
敗ではなくフットサルを通じ
てみんなで楽しむことを目的
に、月１、２回程度、ゲーム
形式で練習しています。

問＝中村　☎080（5280）9460��battle_diver@yahoo.co.jp

若者掲示板サークルや地域おこしグ

ループなど活動紹介や会員

募集を掲載しています。

【練習日時】
月1、2回（不定期）土、日の午後７時～９時30分
【練習場所】
国分多目的屋内運動場または国分体育館

霧島市フットサルUNION 検索

横綱白鵬関の「サイン色紙」をプレゼント

高
校
・
大
学
に
進
み
私
た
ち
も
若

か
っ
た
。
皆
そ
れ
ぞ
れ
に
希
望
を

抱
き
、
元
気
で
充
実
し
た
頃
だ
っ

た
の
だ
ろ
う
。
山
頂
の
標
識
を
囲

み
、
幸
せ
そ
う
な
ひ
と
こ
ま
で
あ

る
。
こ
の
写
真
は
長
い
間
、
部
屋

の
壁
に
飾
っ
た
ま
ま
だ
っ
た
。
振

り
返
っ
て
み
る
と
、
後
に
も
先
に

も
、
た
っ
た
一
度
き
り
の
記
念
す

べ
き
出
来
事
だ
っ
た
の
だ
。

春
に
は
、
ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
、

ノ
カ
イ
ド
ウ
、
野
リ
ン
ド
ウ
な
ど

に
魅
せ
ら
れ
た
。
え
び
の
高
原
の

ホ
テ
ル
は
憩
い
の
場
だ
っ
た
。
そ

の
ホ
テ
ル
を
私
は
結
構
気
に
入
っ

て
い
た
が
、
今
は
も
う
無
い
。
か

つ
て
の
場
所
さ
え
忘
れ
て
し
ま
い

そ
う
だ
っ
た
。

夏
は
、
涼
を
求
め
て
自
ず
と
霧

島
の
山
へ
足
が
向
い
た
。

秋
、
鹿
児
島
に
来
て
間
も
な
く
、

え
び
の
高
原
の
名
前
の
由
来
を
教

わ
っ
た
。
以
来
ス
ス
キ
の
季
節
に

は
決
ま
っ
て
韓
国
岳
の
登
山
道
あ

た
り
で
高
原
の
秋
を
楽
し
ん
だ
。

さ
ら
に
、
霧
島
の
温
泉
郷
は
、
自

信
を
持
っ
て
勧
め
ら
れ
る
。
い
つ

の
間
に
か
私
の
温
泉
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
は
、
済
の
印
で
埋
ま
っ
た
。
ち

な
み
に
、
夫
の
気
に
入
り
は
Ｓ
荘

だ
っ
た
よ
う
だ
。
夫
の
定
年
を
機

に
、
高
千
穂
の
峰
に
登
る
こ
と
も

叶か
な

っ
た
。

冬
、
不
動
池
を
見
お
ろ
し
、
初

め
て
霧
氷
に
触
れ
た
と
き
の
感
動

は
強
く
印
象
に
残
っ
て
い
る
。
霧

島
連
山
の
雪
景
色
も
素
晴
ら
し
い
。

特
に
私
は
、
鹿
児
島
空
港
の
送
迎

デ
ッ
キ
よ
り
望
む
雪
景
色
が
好
き

で
あ
る
。
送
る
人
、
送
ら
れ
る
人

の
心
を
一
層
、
離
さ
な
い
。

時
に
楽
し
い
思
い
出
ば
か
り
で

は
な
い
。
去
年
の
秋
、
友
人
を
高

千
穂
河
原
へ
案
内
し
た
。
自
然
を

満
喫
し
来
年
を
約
束
し
て
別
れ
た
。

そ
の
一
人
が
思
い
が
け
ず
今
年
６

月
に
、
あ
っ
け
な
く
逝
っ
て
し

ま
っ
た
。
俳
句
の
得
意
だ
っ
た
彼

女
か
ら
「
き
り
し
ま
の
山
」
の
句

Profile

私のきりしま山
◎加治木  勝子

２
年
前
、
夫
が
突
然
の
病
で
他

界
し
た
。
寂
し
い
悲
し
い
日
々
は

続
い
て
い
る
。
共
に
歩
い
た
半
世

紀
で
あ
っ
た
が
、
私
は
最
近
、
こ

の
試
練
を
乗
り
越
え
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
考
え
る
様
に
な
っ
た
。

夫
の
部
屋
に
は
、
山
の
写
真
が

遺
さ
れ
た
ま
ま
。
特
に
、
霧
島
の

山
に
関
わ
る
も
の
が
多
い
。
思
い

を
新
た
に
、
な
か
な
か
、
整
理
に

至
ら
な
い
で
い
た
矢
先
「
私
の
き

り
し
ま
山
」
の
募
集
を
知
り
、
思

わ
ず
ペ
ン
を
と
っ
た
。

思
い
出
深
い
写
真
の
中
に
、
30

歳
だ
っ
た
夫
が
生
後
４
カ
月
の
長

男
を
抱
き
、
同
僚
ら
と
共
に
中
岳

へ
登
っ
た
。
48
年
前
の
事
で
あ
る
。

（
今
に
し
て
思
う
と
無
謀
だ
っ
た

と
思
う
。
若
気
の
至
り
と
い
う
の

か
当
時
は
夫
が
格
好
よ
く
見
え

た
。）
月
日
は
過
ぎ
長
男
が
高
校

総
体
全
国
大
会
に
於
い
て
、
山
岳

部
の
主
将
を
務
め
た
。
大
学
で
は
、

ワ
ン
ゲ
ル
部
、
社
会
人
と
な
っ
た

今
も
変
わ
ら
な
い
友
情
が
続
い
て

い
る
よ
う
だ
。
山
を
愛
す
る
者
の

掟
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
昭
和

60
年
７
月
、
家
族
５
人
で
韓
国
岳

登
山
を
試
み
た
。
子
供
た
ち
は
、

を
未
だ
聞
い
て
い
な
い
。

霧
島
山
は
、
世
界
に
類
の
な
い

単
式
群
状
火
山
で
あ
る
。
昭
和
９

年
、
日
本
初
の
国
立
公
園
に
指
定

さ
れ
て
今
年
は
80
周
年
の
記
念
す

べ
き
年
で
あ
る
。
そ
の
偉
大
さ
に

驚
い
て
い
る
。
私
は
今
70
代
後
半
、

登
山
は
無
理
だ
が
「
き
り
し
ま
の

山
」
に
出
逢
っ
た
こ
と
、
何
よ
り

夫
と
い
う
つ
れ
合
い
に
恵
ま
れ
た

か
ら
こ
そ
今
日
が
あ
る
と
思
う
。

ま
さ
に
私
だ
け
の
宝
物
で
あ
る
。

２
つ
の
出
逢
い
に
感
謝
を
込
め
て
、

こ
れ
か
ら
も
脈
々
と
生
き
続
け
る

で
あ
ろ
う
「
き
り
し
ま
の
山
」
を

や
が
て
私
も
風
に
揺
ら
れ
て
吹
き

渡
っ
て
み
た
い
。

昭
和
60
年
、
家
族
5
人
で
挑
戦
し
た
思
い
出
の
韓

国
岳
登
山
。長
男
の
撮
影
で
、
卓
二
さ
ん（
右
上
）、

勝
子
さ
ん（
右
下
）、次
男
、長
女
が
写
る
。

かじき  かつこ（77）

夫・卓二さんの定年退職後、平
成８年に卓二さんのふるさと国
分中央に移住。アウトドア派の
卓二さんと旅行や登山を楽しみ、
霧島山の魅力に触れる。２年前、
卓二さん逝去。昨年から老人会
のグラウンドゴルフに参加。卓
二さんを思いながらも明るく
日々を過ごす。

※ 今回は、今年度開催した国立公園「霧島」指定80周年記念「私のきりしま山」
作文・エッセーコンクールの最高賞、「霧島大賞」を受賞した作品を紹介します。

（文章は原文のまま掲載しています）

➡今月から市ホームページ
からもプレゼントの申し込
みができます。

市の情報をタイムリーに
お知らせします。

霧島市公式ツイッター

市ホームページまたは携帯
サイトをご覧いただけます。
ご利用の携帯電話や読み取
りアプリによって表示され
る内容が異なります。
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